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今月のおもな内容
【特集】戊辰戦争 二本松の戦い ②
ピックアップ市政情報���⑫
保健のお知らせ������⑮
福祉のお知らせ������⑯

まちの話題������� ⑱
わが家のアイドル���� ⑳
お知らせ�������� ㉒
暮らしの情報������ ㊱

若き命を可憐に散らした少年たちをしのぶ
（二本松少年隊顕彰祭・二本松南小児童による舞踊）

二本松市
ウェブサイト

（スマートフォン用）

広報
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「
一
藩
こ
ぞ
っ
て
身
命
を
擲な

げ
う

ち
、

斃た
お

れ
て
の
ち
已や

む
ま
で
戦
い
抜
き
、

武
士
道
の
精せ

い

髄ず
い

を
尽
く
し
た
の
は

二
本
松
を
も
っ
て
最
上
と
す
る
」

戊
辰
１
５
０
年
企
画

 
戊
辰
戦
争 

　

 
二
本
松
の
戦
い 戊辰戦争二本松の戦いにおける、新政

府軍の隊長（参謀）板
い た

垣
が き

退
た い

助
す け
（土佐藩

士）は、実際に二本松に攻め入ります。
二本松藩士たちの戦いぶりを目の当
たりにした板垣参謀は、戊辰戦争後に
二本松藩をこう評しました。（「板垣退
助君伝」参照）
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慶
應
４（
１
８
６
８
）年
７
月
29
日
の
正
午
前
。
つ
い
に
二
本
松
城
は
炎
上
落
城
し
ま
し
た
。
二
本
松
藩
が
新
政
府
軍
と
の
徹

底
抗
戦
を
決
し
た
老
臣
会
議
か
ら
わ
ず
か
２
日
後
の
こ
と
で
し
た
。

隣
国
三
春
藩
の
奥
羽
越
列
藩
同
盟
か
ら
の
離
脱
も
あ
り
、
そ
し
て
藩
の
軍
事
総
裁
家
老
の
丹に

羽わ

丹た
ん
波ば

率
い
る
頼
み
の
主
力
部

隊
は
白
河
の
戦
い
か
ら
未
だ
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
下
で
の
こ
と
で
す
。
猛
烈
な
勢
い
で
二
本
松
城
下
に
な
だ

れ
込
む
新
政
府
軍
に
対
し
、
急
き
ょ
動
員
さ
れ
た
藩
兵
に
は
、
老
人
、
少
年
、
農
民
も
数
多
く
動
員
さ
れ
て
お
り
、
旧
式
の
銃
、

槍
、
刀
で
新
政
府
軍
と
戦
う
様
子
は
あ
ま
り
に
も
哀
れ
で
、
玉
砕
と
言
っ
て
も
よ
い
無
残
な
結
末
を
迎
え
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松
藩
の
対
応
を
二
本
松
市
史
で
は
次
の
よ
う
に
断
じ
て
い
ま
す
。

「
二
本
松
藩
は
戊
辰
の
戦
乱
の
主
導
権
も
握
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
奥
羽
越
同
盟
の
最
前
線
と
し
て
兵
火
の
災
い
を
最
も
多
く

被
り
、
領
内
を
焦
土
と
化
し
、
領
民
を
苦
難
の
途
に
投
じ
た
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
犠
牲
の
大
き
さ
と
を
銘
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」

一
方
、
二
本
松
の
戦
い
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
た
新
政
府
軍
の
隊
長（
参
謀
）で
あ
る
板
垣
退
助
は
、
二
本
松
藩
の
戦
い

ぶ
り
に
武
士
と
し
て
の
美
徳
を
感
じ
、
次
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
一
藩
こ
ぞ
っ
て
身
命
を
擲な

げ
う

ち
、
斃た
お

れ
て
の
ち
已や

む
ま
で
戦
い
抜
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
武
士
道
の
精せ
い
髄ず
い
を
尽
く
し
た
の
は
二
本
松
を
も
っ
て
最
上
と
す
る
」

新
政
府
軍
の
隊
長
と
は
い
え
板
垣
退
助
も
土
佐
藩（
現
在
の
高
知
県
）の
武
士
。
そ
の
思
考
の
根
源
に
は
、
時
代
の
流
れ
と
は

い
え
、
徳
川
幕
府
と
行
動
を
共
に
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
親
藩
、
譜
代
大
名
が
、
戦
わ
ず
し
て
次
々
に
新
政
府
軍
に
恭き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

、

降
伏
す
る
姿
に
憤
り
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

戊
辰
戦
争
に
お
い
て
、
二
本
松
藩
は
単
に
激
し
く
戦
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、『
城
を
枕
に
討
ち
死
に
』し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

城
郭
が
焼
け
落
ち
、
首
脳
部
が
自
刃
し
、
兵
の
多
く
が
死
傷
し
て
敗
戦
に
至
る
こ
と
を
言
い
、
武
士
道
に
お
い
て
は
、
敗
者

側
の
と
り
う
る
最
高
の
選
択
肢
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
慶
長
20（
１
６
１
５
）年
に
起
き
た
大
阪
夏
の
陣
以
降
、
城
を
枕
に
討

ち
死
に
し
た
藩
は
、
日
本
六
十
余
州
全
三
百
余
藩
の
中
で
、
二
本
松
藩
だ
け
で
し
た
。

戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年
。
今
月
号
は
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松
の
戦
い
を
振
り
返
り
ま
す
。
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慶
應
４（
１
８
６
８
）年

５
月
６
日
。
新
政
府

軍
へ
の
攻
守
同
盟「
奥
羽
越

列
藩
同
盟
」が
成
立
し
ま
し

た
。
も
と
も
と
こ
の
同
盟
は
、

新
政
府
軍
に
会
津
藩
の
救
済

を
求
め
る
た
め
に
結
成
し
た

奥
羽
諸
藩
の
同
盟
で
し
た
が
、

一
つ
の
事
件
が
こ
の
同
盟
の

結
成
主
旨
を
変
え
る
と
と
も

に
、
東
日
本
全
土
を
巻
き
込

ん
だ
大
戦
争
へ
の
引
き
金
を

引
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

同
年
閏
４
月
19
日
に
起
き

た
、
奥
羽
鎮ち

ん

撫ぶ

総そ
う

督と
く

府ふ

下
参

謀
で
あ
っ
た
世せ

良ら

修し
ゅ
う

蔵ぞ
う

の

暗
殺
事
件
で
す
。

奥
羽
諸
藩
は
、
会
津
藩

救
済
の
た
め
に
同
盟

し
て
嘆
願
書
を
作
成
し
、
新

政
府
が
東
北
諸
藩
鎮
撫
の
た

め
に
派
遣
し
て
い
た
奥
羽
鎮

撫
総
督
府
に
提
出
し
ま
し
た

が
、
こ
の
嘆
願
に
断
固
反
対

し
た
の
が
世
良
で
し
た
。

「
会
津
藩
主
・
松ま

つ

平だ
い
ら

容か
た

保も
り

は

天
に
も
地
に
も
容い

れ

ら
れ
な
い

罪
人
で
あ
り
、
即
刻
討
ち
入

る
べ
し
。」

　

と
、
そ
の
嘆
願
書
に
付
け

札
を
し
て
戻
す
と
と
も
に
、

仙
台
藩
・
米
沢
藩
に
対
し
、

会
津
藩
討
伐
の
軍
を
進
撃
さ

せ
る
よ
う
厳
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
世
良
は
、
嘆
願
書
を

提
出
す
る
仙
台
藩
の
重
臣
に

対
し
、
多
く
の
人
が
見
つ
め

る
中
で
、
侮
蔑
的
叱
責
を
す

る
と
と
も
に
、
主
君
を
辱

は
ず
か
しめ

る
よ
う
な
言
動
も
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
武
士

の
面
目
を
失
い
、
主
君
ま
で

辱
め
を
受
け
た
仙
台
藩
士
は
、

つ
い
に
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
、

福
島
宿
に
お
い
て
世
良
修
蔵

を
暗
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

二
本
松
藩
は
そ
れ
ま
で
、

仙
台
藩
・
米
沢
藩
と

協
議
を
重
ね
、
会
津
藩
の
新

政
府
軍
へ
の
謝
罪
降
伏
を

も
っ
て
平
和
解
決
へ
の
道
を

探
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

事
件
が
新
政
府
へ
の
実
質
的

な
宣
戦
布
告
と
な
り
、
会
津

藩
救
済
の
た
め
の
同
盟
は
、

新
政
府
軍
へ
の
攻
守
同
盟
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
盟
約

書
は
８
カ
条
か
ら
な
り
、
そ

の
二
つ
目
に
は「
一
、
同
舟

海
を
渡
る
ご
と
く
、
信
を

も
っ
て
居
し
、
義
を
も
っ
て

動
く
べ
き
事
。」と
あ
り
ま
す
。

ま
た
仙
台
藩
が
作
成
し
た
東

北
諸
藩
の
行
動
計
画
の
中
に

は
、「
二
本
松
藩
は
全
兵
力

で
本
道
よ
り
先
鋒
で
進
軍
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
奥
羽

の
南
に
位
置
す
る
二
本
松
藩

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
過
酷

な
内
容
で
し
た
。

奥羽越列藩同盟加盟３１藩（黒網掛け部分が福島県内の藩）

仙台（62万5千石）・米沢（15万石）・盛岡（20万石）・秋田（20万石5千石）・
弘前（10万石）・二本松（10万700石）・守山（2万石）・棚倉（6万4千石）・相
馬中村（6万石）・三春（5万石）・山形（5万石）・福島（3万石）・上ノ山（3万石）・
亀田（2万石）・一ノ関（3万石）・矢島（8千石）・松前（3万石）・平（3万石）・
本庄（2万21石）・泉（2万石）・湯長谷（1万5千石）・下手渡（1万石）・新庄（6
万8千2百石）・八戸（2万石）・天童（2万石）・新発田（10万石）・村上（5万9
千石）・村松（3万石）・三根山（1万1千石）・長岡（7万4千石）・黒川（1万石）

奥
羽
越
列
藩
同
盟

上は奥羽越列藩同盟の旗
印。旗には黒地のものと
白地のものがある。
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武器の差が勝敗を決す

名　称 形　態 有効射程
距離（ｍ）

命中
率

発射
速度

現在の大体の換算価格
前装と後装の違い銃１挺

当たり
弾丸１発
当たり

奥羽越列藩
同盟諸藩が
主に使用し
た銃

（１）ゲベール 前装
滑腔式 80～100 悪い きわめ

て遅い 約100万円 自分たちで製造
前装は弾丸を銃口から入
れる。この際、銃身を
真っすぐに立てなければ
ならない。弾を発射する
まで10以上の操作があり、
ややこしすぎる。

（２）ミニエー 前装
施条式 300～500 良い 遅い 約500万円 約７千円

新政府軍が
主に使用し
た銃

（３）スナイドル 後装
施条式 600～800 良い 早い 約1000万円 約１万円

後装は現在のライフル
銃のように、弾丸を銃
尾の弾倉を開けて装填
し弾き金を引くだけな
ので、初心者でも簡単
に操作ができる。

（４）スペンサー 後装施条
連発式 300～500 良い きわめ

て早い 約2000万円 約１万円

奥羽越列藩同盟諸藩と新政府軍の戦力の差を如実に比較できる戦いがあ
りました。慶應４（1868）年５月25日、白河の北東部で行われた「本沼

の戦い」です。新政府軍は、敵の状況を偵察する斥
せっ

候
こう

部隊20人、これに対し
同盟側は、二本松藩と会津藩の合わせて200人の兵力でした。お互いに１時間ほど銃を撃ち合った結果、
新政府軍側の損害が死者１人、傷者１人に対し、二本松藩は傷者１人、会津藩は死傷合わせて15、6人（『復
古記』より）を出し、同盟側が先に撤退します。同盟側は10倍もの兵力を擁しながら、結果として新政府
軍の優勢勝ちのようなものとなりました。このように、戊辰戦争全般において勝敗を決したのは、戦闘
で使用された武器の性能の差によるものが大きかったようです。戊辰戦争の主武器は小銃と軽砲。ここ
ではこのうち、小銃の性能の差について、簡単に紹介します。

戊辰戦争で使用された主な小銃の種類とその性能比較

★�（１）ゲベールの形態である滑
かっ
腔
こう
式
しき
とは、銃身の中の弾丸が通る部分（以下「腔内弾道」という）が滑らかな円筒状になっ

ているものをいう。銃口から弾丸を入れるため、当然入れる弾丸は銃口径より小さいものでなければならない。よっ
て発射されても、弾丸が腔内弾道を上下左右にガタガタ揺れ動いたりしながら銃口から飛び出すため、標的が遠いほ
どズレが発生し、狙った所へは命中しずらかった。
★�（２）～（４）の形態である施

せ
条
じょう
式
しき
とは、腔内弾道の中に人工的にらせん状のミゾをつけたものをいう。ミゾがあること

により、（１）の滑腔式に比べ、命中率と飛距離が格段に向上することとなる。（以下にその理由を記載）
　　・�弾丸はミゾに食い込んだままのかたちで腔内弾道を通るため、銃の中心線からずれずに発射され、命中率が格段

に向上する。
　　・�腔内弾道のミゾにより、弾丸にもらせん状のキズがつくことで、銃口から発射されてからの飛翔中の弾丸の周り

の空気層に小さな乱流群が発生し、より大きな浮力が得られる。
　　・�腔内弾道のミゾに沿って回転しながら弾丸が発射されるため、弾丸に揚力が得られ、飛距離もはるかに長くなる。

滑腔式での無回転のときと比べると、飛距離は２～３倍となり、現在のゴルフボール表面のくぼみも、この理由
により付けられている。

奥羽越列藩同盟諸藩は、主に上の表の（１）と（２）の前装式銃で戦いに挑みました。新政府軍が使用
した後装式の銃は、戦場で寝たままでも弾の装

そう

填
てん

が可能だったのに対し、同盟諸藩が使用した前
装式銃は、長い銃身（1.3～1.5ｍ）を垂直にしなければ弾丸を詰め込むことができません。つまりこのこと
は、銃を撃つ人が弾を装填する際、立ち上がらなければならないことを意味します。
　弾丸が乱れ飛ぶ戦場で立ち上がるということは、自殺行為です。立ち上がった瞬間に敵軍に狙い撃た
れてしまうからです。よって前装式銃を使用する兵士たちは、様子を見ながら伏せたまま後退し、木陰
などの手頃な遮

しゃ
蔽
へい
物
ぶつ
まで行って弾丸を装填しました。銃の性能の差、そして銃を撃つまでに要する時間

の差が、同盟諸藩にとっては致命的となりました。
【参考図書】数学者が見た二本松戦争（渡部由輝 著、並木書房 発行）

劣

優
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奥州の玄関口白河。丹羽家２

代当主・丹羽長重公が築い

た総石垣造りの白河小峰城が、東

北地方での戊辰戦争における戦略

的重要拠点でした。古来より白河

は関所であり、新政府軍にとって

は、この地を得ずして会津を始め

とする奥州に攻め入ることは難し

く、また奥羽側の軍にとっては、

この拠点を確保すれば奥羽全体へ

の影響を左右することができ、白

河は戦略的な重要地として両軍争

奪の的になりました。

　慶應４（1868）年閏４月25日か

らの約１００日間、白河争奪戦

が繰り広げられます。この間の

戦いのうち、奥羽側の軍が勝っ

たのは閏４月25日の緒戦のみで、

その後は一度も城を奪還するこ

とはできませんでした。

　特に５月１日の戦いでは、奥

羽側の軍は２，５００人～３，

０００人、新政府軍は７００人

～８００人の兵力でありながら、

武器の違いが大きく影響しまし

た。この日奥羽側の軍は歴史的

な大敗を喫し、白河小峰城を奪

われるとともに、死者３００人

余りを出しています。新政府軍

の戦死者はわずか１０人でした。

　長引く白河の戦いの間、新政

府軍の別動隊は６月24日に棚倉

城、７月13日には磐城平城と

次々に城を落とし、進軍を続け

ました。

この状況を受け同盟各藩は、

７月４日の秋田藩を皮切

りに、戦況が思わしくないこと

を察知した本庄・天童などの諸

藩が奥羽越列藩同盟から離脱し

ていきます。

　また、７月26日の小野新町の

戦いにおいては、二本松藩勢は

三春藩が同盟を離脱したとは知

らずに三春藩に救援を求めまし

たが、逆に三春藩は新政府軍を

道案内してこれを包囲し、結果

として二本松勢は多くの戦死者

を出し敗走しました。

７月27日午前４時頃、新政

府軍は三春を発し一路二

本松城下を目指しました。この

とき、白河の戦いに出兵してい

た二本松藩の主力部隊は、郡山

の小原田や笹川などにおり、安

達郡内には全くいない状況でし

た。二本松藩は全軍に対し城下

防衛のため引き上げを命じまし

たが、各隊は各地に駐屯する新

政府軍を避けての移動のため帰

藩に難儀し、２日後の二本松城

下の戦いにすら、遂に間に合わ

ない部隊もありました。

新政府軍の

 進 撃
新政府軍の

 撃 撃
阿武隈川

奥州街道

福島

小浜 (７.27）

三春 (７.26）

糠沢本宮

郡山

須賀川
小野新町 (７.26）

白河 (５.１）

棚倉 (６.24） いわき (７.13）

平潟 (６.16）

会津若松
(８.23）

二本松 (７.29）

母成峠

相馬 (８.６）

※矢印「➡」は新政府軍の進撃コースで、
　地名に付く (　) 内は、進攻した日付
※地図内の■色網掛け部分は、二本松藩領
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４
月
に
開
戦
し
た
白
河
の
戦
い
以
降
７

月
27
日
ま
で
、
二
本
松
藩
の
戦
死
者

は
１
１
７
人
を
数
え
、
戦
況
は
厳
し
く
な

る
一
方
で
、
い
よ
い
よ
新
政
府
軍
が
二
本

松
城
下
へ
攻
め
入
る
こ
と
が
目
前
と
な
り

ま
し
た
。

　

慶
應
４（
１
８
６
８
）年
７
月
27
日
夜
、
二

本
松
城
中
で
は
老
臣
会
議
が
開
か
れ
、
降
伏

か
決
戦
か
で
激
し
い
討
議
が
繰
り
広
げ
ら

ま
し
た
。
一
旦
は
新
政
府
へ
の
恭
き
ょ
う
じ
ゅ
ん順

、
降
伏

に
決
し
ま
し
た
が
、
家
老
の
丹に

羽わ

一い
ち

学が
く

が
議

論
を
制
し
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
三
春
藩
信
に
背
き
て
西
軍
を
城
中
に
引
く
。

神
人
と
も
そ
れ
を
怒
る
。
我
に
し
て
今
、

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
ら
、
人
こ
れ
を

な
ん
と
い
う
か
。
ま
た
、
西
軍
に
降
っ
て

一
時
的
に
社し
ゃ

稷し
ょ
く（
＝
国
家
）を
全
う
し
て
も
、

東
北
諸
藩
を
敵
に
し
た
ら
い
ず
れ
は
亡
ぼ

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
降
伏
し
て
も
亡
び
、

し
な
く
て
も
亡
び
る
。
同
じ
く
亡
び
る
な

ら
、
列
藩
の
信
を
守
っ
て
亡
び
よ
う
」

老
臣
会
議
の
結
果
、
二
本
松
藩
は
新
政

府
軍
に
降
伏
せ
ず
、
徹
底
抗
戦
す
る

決
断
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老
臣
一
同

こ
の
戦
い
が
勝
つ
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
領
内
が
焦

土
と
化
す
こ
と
が
分
か
り
き
っ
た
上
で
の

決
断
で
し
た
。
会
議
で
は
降
伏
論
者
も
多

く
い
ま
し
た
が
、
結
局
は
二
本
松
武
士
と

し
て
の
誇
り
が
そ
れ
を
さ
せ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
将
棋
で
取
ら
れ
た
駒

を
相
手
が
使
う
よ
う
に
、
敵
に
恭
順
、
降

伏
し
た
場
合
、
敵
方
の
配
下
と
な
り
戦
う

の
が
戦
国
以
来
の
常
識
で
し
た
。
関
ヶ
原

の
戦
い
で
、
石
田
三
成
方
と
し
て
布
陣
し

て
い
な
が
ら
徳
川
家
康
方
に
寝
返
っ
た
小

早
川
秀
秋
が
、
石
田
三
成
の
居
城
で
あ
っ

た
佐
和
山
城
を
攻
め
落
と
し
た
よ
う
に
、

奥
羽
越
列
藩
同
盟
諸
藩
で
も
新
政
府
に
恭

順
し
た
秋
田
藩
は
庄
内
藩
を
、
相
馬
中
村

藩
は
仙
台
藩
を
、
そ
し
て
三
春
藩
は
二
本

松
藩
を
、
新
政
府
軍
の
部
隊
と
し
て
攻
め

ま
し
た
。
も
し
、
二
本
松
藩
が
新
政
府
軍

に
恭
順
、
降
伏
し
て
い
た
ら
、
地
理
に
明

る
い
二
本
松
藩
は
隣
国
会
津
藩
討
伐
の
先

鋒
と
な
り
出
陣
し
た
可
能
性
が
十
分
あ
り

ま
し
た
。
老
臣
た
ち
は
列
藩
同
盟
へ
の
信

義
、
そ
し
て
二
本
松
武
士
の
誇
り
に
か
け

て
、
新
政
府
軍
の
手
足
と
な
る
こ
と
だ
け

は
避
け
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
こ
の
決
断
は
新
政
府
軍
も
予
想

だ
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
政

府
軍
の
討
伐
の
矛ほ
こ

先さ
き

は
あ
く
ま
で
も
会
津

藩
・
庄
内
藩
で
あ
り
、
二
本
松
藩
に
は
何

の
恨
み
も
無
く
、
た
だ
そ
の
進
攻
の
通
り

道
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

加
え
て
、
こ
の
と
き
既
に
奥
羽
越
列
藩
同

盟
加
盟
藩
が
次
々
に
恭
順
、
降
伏
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
兵
力
も
ま
ま
な
ら
ず
、

こ
こ
ま
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら

も
、
な
ぜ
二
本
松
藩
だ
け
が
一
向
に
刀
を

収
め
よ
う
と
せ
ず
、
藩
一
丸
と
な
っ
て
立

ち
向
か
っ
て
く
る
の
か
。
ち
な
み
に
７
月

28
日
は
二
本
松
藩
の
降
伏
を
待
ち
、
新
政

府
軍
は
進
軍
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。こ

の
老
臣
会
議
で
は
、
も
う
一
つ
重
要

な
決
定
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

藩
主
・
丹
羽
長
国
公
を
逃
が
す
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
長
国
公
は
病
床
に
あ
り
、
ま

た
嫡ち
ゃ
く
し子

が
い
な
か
っ
た
た
め
、
何
と
し
て

も
生
き
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
情
が
あ
り
ま
し
た
。
二
本
松
藩
に
と
っ

て
丹
羽
家
は
藩
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

長
国
公
に
も
し
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
は
、
藩
の
存
亡
に
か
か
わ
る
か
ら
で
す
。

長
国
公
は「
城
が
総
攻
撃
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
こ
の
時
に
、
我
一
人
が
生
き
の
び

る
の
は
何
と
も
忍
び
な
い
。
病
気
で
私
の

命
も
長
く
は
無
い
。
皆
と
一
緒
に
城
を
枕

に
死
ぬ
。」と
言
っ
て
、
家
臣
を
困
ら
せ
ま

し
た
が
、
長
国
公
の
病
床
で
泣
き
な
が
ら

お
願
い
す
る
家
臣
の
勧
め
に
最
後
は
従
い
、

翌
日
米
沢
へ
向
け
退
城
し
ま
し
た
。

降
伏
か 

▲老臣会議図（古川 盛雄・画～絵でみる二本松少年隊より～）

決
戦
か 
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慶
應
４（
１
８
６
８
）年
７

月
29
日
。
朝
霧
の
中
、

新
政
府
軍
は
小
浜
と
本
宮
の
二

方
面
か
ら
大
挙
し
て
二
本
松
に

迫
り
ま
し
た
。
軍
事
総
裁
家
老

の
丹に

羽わ

丹た
ん

波ば

率
い
る
主
力
部
隊

も
遂
に
帰
藩
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
帰
藩
で
き
た
部
隊
も
、
休

養
す
る
暇
も
な
く
各
地
で
転
戦

し
て
き
た
疲
労
困
ぱ
い
の
兵
で

し
た
。
こ
の
藩
の
存
亡
の
危
機

と
い
う
非
常
時
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
藩
の
兵
力
は
不
足
し
、
老

兵
、
少
年
兵
、
農
兵
も
参
加
し

て
の
城
下
防
衛
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
し
た
。

　

怒ど

涛と
う

の
勢
い
で
進
軍
す
る
新

政
府
軍
を
、
小
兵
力
の
二
本
松

藩
は
支
え
き
れ
る
わ
け
も
な
く
、

守
備
し
て
い
た
城
下
防
衛
の
重

要
地
で
あ
る
供
中
口
、
大
壇
口

は
難
な
く
破
ら
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
郭
内
、
そ
し
て
城
内
ま

で
の
侵
入
を
許
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

城
下
戦
に
お
い
て
も
、
二
本

松
藩
と
新
政
府
軍
と
の
武

器
の
差
は
圧
倒
的
で
あ
り
、
銃

砲
の
撃
ち
合
い
で
は
ま
と
も
に

戦
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

し
た
が
、
二
本
松
藩
兵
は
そ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、

城
下
防
衛
の
た
め
に
敵
に
接
近

し
て
、
槍
や
刀
で
必
死
に
新
政

府
軍
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
二
本
松
藩

史
に
は
薩
摩
軍
の
六
番
銃
隊
の

隊
長
で
あ
っ
た
野
津
七
次（
の
ち

の
元
帥
陸
軍
大
将
・
野の

津づ

道み
ち

貫つ
ら
）

が
語
っ
た
と
さ
れ
る
、
二
本
松

藩
士
の
青
山
助
之
丞
と
山
岡
栄

治
の
戦
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
本
宮
か
ら
二
本
松
城
下
へ
進

軍
中
、
大
壇
口
の
あ
る
茶
屋
の

陰
に
隠
れ
て
い
た
２
人
の
壮
士

が
、
突
然
我
が
隊
に
切
り
込
ん

で
き
て
、
矢
庭（
＝
た
ち
ど
こ

ろ
）に
９
人
ほ
ど
斬
り
倒
さ
れ

た
。
そ
の
壮
烈
な
太た

刀ち

風か
ぜ

に
圧

倒
さ
れ
、
全
隊
が
退
却
し
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
２
人
の
壮
士
は
、

最
後
に
は
壮
烈
に
斬
り
死
を
遂

げ
た
。」

　

２
人
の
壮
士
は
大
壇
口
で

戦
っ
た
少
年
た
ち
の
撤
退
を
助

け
た
と
さ
れ
、「
大
壇
口
の
二

勇
士
」と
称
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
他
に
も
多
く
の
二
本
松
藩

士
が
白は
く

兵へ
い

戦せ
ん（
※
）で
斬
り
込
み

を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
命
を
な
げ
う
っ
て
で
も
、

敵
の
侵
攻
を
食
い
止
め
よ
う
と

し
た
二
本
松
藩
士
の
戦
い
ぶ
り

は
、
後
に
新
政
府
軍
に
よ
り
伝

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
津
は
、
戊
辰
戦
争
の
悲
壮

さ
を
次
の
詠
歌
に
残
し
て
い
ま

す
。

～
う
つ
人
も　

う
た
る
る
人
も

　

哀
れ
な
り　

共
に
み
く
に
の

　

民
と
思
え
ば
～

一
方
、
二
本
松
城
内
で
は
、

家
老
・
丹
羽
一
学
、
郡
代

見
習
・
丹
羽
新
十
郎
、
小
城
代
・

服
部
久
左
衛
門
が
自
刃
し
、
城

を
自
焼
し
ま
し
た
。
丹
羽
一
学

と
丹
羽
新
十
郎
は
、
藩
を
交
戦

に
導
い
た
主
導
者
で
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
城
の
本
丸
で
も
、

丹
羽
和
左
衛
門
、
安
部
井
又
之

丞
の
二
人
の
老
臣
が
自
刃
し
ま

し
た
。
和
左
衛
門
は
新
十
郎
の

養
父
で
あ
り
、和
平
論
者
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
藩

を
壊
滅
に
追
い
込
ん
だ
責
任
を

取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

城
が
落
ち
、
二
本
松
で
最
も

長
い
１
日
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、

二
本
松
藩
が
降
伏
し
た
の
は
９

月
11
日
で
、
会
津
藩
が
降
伏
す

る
９
月
22
日
の
約
10
日
前
の
こ

と
で
し
た
。

※
白
兵
戦
と
は

　

�　

敵
と
接
近
し
、
刀
や
剣
、
槍

な
ど
の
白
刃
の
つ
い
た
武
器
を

交
え
て
戦
う
こ
と
。

▲二勇士奮戦の図。正面上が、木村銃太郎率いる少年隊たちが陣取った大壇山で、小屋の前で奮戦しているのが、青
山助之丞と山岡栄治の二勇士。（太田霞岳・筆 ～ふるさとの思い出写真明治大正昭和二本松より～）

最
も
長
い
１
日

　
　
　

～ 
１
８
６
８
年
７
月
29
日 

～
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二
本
松
藩
に
は「
入
れ
年
」

と
い
う
独
特
の
制
度
が

あ
り
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
に
お

け
る
二
本
松
の
戦
い
で
は
、
こ

の
制
度
と
兵
力
不
足
の
実
情
が

重
な
り
あ
い
、
多
く
の
少
年
た

ち
を
戦
場
に
赴
か
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
後
に
こ
の
少
年
た
ち
は
、

『
二
本
松
少
年
隊
』と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
壇
口
の
戦
い
で
は
、
少

年
隊
の
悲
劇
を
生
み
ま

し
た
。
大
壇
口
に
出
陣
し
た
木

村
隊
は
、
隊
長
の
木
村
銃
太
郎
、

副
隊
長
の
二
階
堂
衛
守
以
外
の

25
人
は
、
全
て
12
歳
か
ら
17
歳

の
少
年
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

戦
闘
で
隊
長
の
木
村
は
敵
弾

に
打
ち
抜
か
れ
、「
こ
の
傷
で

は
到
底
お
城
に
は
帰
れ
ぬ
。
わ

が
首
を
取
れ
。」と
副
隊
長
の
二

階
堂
に
伝
え
、
二
階
堂
は
木
村

の
首
を
切
り
落
と
し
ま
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
少
年
達
は
一
斉
に

号
泣
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
、
少
年
た
ち
は
泣
き
な
が
ら

木
村
の
屍
し
か
ば
ね（
＝
死
体
）を
埋
め
、

城
に
戻
り
最
後
の
抵
抗
を
す
べ

く
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
先
頭
は
二
階
堂
と
岡
山

篤
次
郎（
13
歳
）で
、
２
人
は
木

村
の
首
を
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
髪
を

片
手
に
つ
か
ん
で
さ
さ
げ
も
ち
、

大
隣
寺
付
近
の
道
を
急
い
で
い

ま
し
た
。
そ
の
途
上
、
新
政
府

軍
と
運
悪
く
遭
遇
し
、
二
階
堂

が
ま
ず
死
傷
し
、
岡
山
も
腹
部

に
２
発
の
弾
丸
を
受
け
、
そ
の

場
に
倒
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
城
は
焼
け
落
ち

戦
闘
的
行
為
は
あ
ら
か

た
終
了
し
、
大
隣
寺
付
近
の
戦

場
整
理
を
し
て
い
た
土
佐
藩
士

が
岡
山
の
姿
を
認
め
、
襟
元
に

書
か
れ
た
文
字「
二
本
松
藩
士

岡
山
篤
次
郎
・
十
三
歳
」の『
十

三
歳
』に
驚
き
ま
す
。
藩
士
た

ち
は
、
ま
だ
息
の
あ
っ
た
岡
山

を
城
下
称
念
寺
に
お
か
れ
た
新

政
府
軍
の
野
戦
病
院
に
搬
送
し

ま
し
た
。
土
佐
藩
の
小
隊
長
・

広
田
弘
道
は
、
死
に
ひ
ん
し
な

が
ら
も
う
わ
言
で「
無
念
」「
銃

を
く
れ
」な
ど
と
発
し
た
岡
山

に
心
を
動
か
さ
れ
、「
こ
の
少

年
を
引
き
取
っ
て
養
子
に
し
た

い
。」と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
岡
山
は
絶
命
し
、

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

岡
山
は
出
陣
に
当
た
り
、
初

め
か
ら
死
ぬ
こ
と
を
覚
悟
し
て

い
た
よ
う
で
し
た
。「
母
が
屍

を
探
す
と
き
に
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
」と
、
戦
場
で
着
て
い

た
服
や
手
拭
い
に
い
た
る
ま
で
、

母
に
頼
ん
で「
二
本
松
藩
士
岡

山
篤
次
郎
・
十
三
歳
」と
書
い

て
も
ら
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

大
壇
口
で
は
戦
い
に
参
加
し

た
少
年
25
人
の
う
ち
、
数
え
年

13
歳
の
少
年
を
含
む
８
人
の
少

年
が
戦
死
し
て
い
ま
す
。

　
※「
入
れ
年
」制
度
と
は

　

�　

二
本
松
藩
で
成
人
と
し
て
の

扱
い
を
受
け
る
の
は
、
数
え
年
20

歳
で
し
た
が
、
18
歳
に
な
っ
た
時

点
で
藩
に
成
人
し
た
旨
の
届
け

出
を
す
る
と
、
藩
は
兵
籍
に
入
る

こ
と
を
命
じ
る
習
慣
が
あ
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
２
歳
の
さ
ば
を
読

む
こ
と
を
黙
認
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
を「
入
れ
年
」と
い
い
、
二
本
松

藩
独
特
の
制
度
で
し
た
。
７
月
27

日
の
本
宮
占
拠
を
受
け
、
藩
で
は

兵
籍
を
15
歳
ま
で
許
可
、「
入
れ

年
」に
す
る
と
13
歳
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
少
年
隊
士
は
62

人
で
、
う
ち
戦
死
者
は
14
人
を
数

え
ま
す
。

二
本
松
少
年
隊

◀この写真は、少年隊の最後の生存者であっ
た今村剛介翁

おきな

（旧性・武谷）にお願いし、少年
隊として出陣した際の軍装を再現していただ
き、それを今村翁の孫（当時14歳）に着せて
撮ったもの（昭和14年撮影）。翁は生前、次の
ような懐古談を残しています。

『少年たちは体が小さかったため、太刀を佐々
木小次郎のように斜めに背負った者もおり、
刀を抜くときは、友人に抜いてもらったり、
２人が向き合ってお辞儀のように腰を折り、
互いに相手の刀を抜いたものだった。』

『藩のため戦争に出て戦うことは、武士の子
として当然の事であって、特に語るべきこと
ではない。生まれながらにして、既に心に決
めていた事だから、戦争に出ることになって
恐ろしいとは思わなかった。出陣の前夜など
は、今の子どもの修学旅行の前夜のようなは
しゃぎようだった』
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戊辰戦争勃発１５０年を迎え
ました。“もう１５０年”　

“まだ１５０年”、歴史の感じ方は
人それぞれでしょう。多くの方
は、二本松城落城をもって二本
松藩降伏、そして二本松藩消滅
と思われているかもしれません。
　しかし７月29日の城内戦で、三
の丸御殿などを自焼し落城したも
のの、戦いは二本松城奪還戦とし
て続いたのです。８月17日、二本
柳で戦闘を展開、西軍の猛攻によ
り５人の戦死者を出し撤退してい
ます。８月19日には玉ノ井村山ノ
入で戦闘、翌日母成峠で戦闘、防
戦の末に支えきれず敗走、合わせ
て８人の戦死者を出した結果、二
本松藩の戦いは事実上終わりを告
げました。
　一方、米沢で避難生活を余儀

東京都在住で元会社役員。現在の主
な役職は次のとおり。
・二本松市地方創生アドバイザー
・東京二本松会会長
・二本松史跡保存会名誉顧問
・福島県城下町連絡協議会名誉顧問
・二本松藩睦会名誉顧問
・東京福島県人会常任相談役

去
年
の
春
先
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
全
国
的

に
、
今
年
の
戊
辰
戦
争
か
ら
１
５
０
年

目
の
節
目
の
年
が
話
題
と
な
り
、
私
の
も
と

に
も
数
々
の
行
事
案
内
が
舞
い
込
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
手
元
の
戊
辰
戦
争
関
係

の
資
料
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
当

時
の
二
本
松
に
想
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　

私
が
国
元
・
二
本
松
へ
足
を
運
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
東
北
戊
辰
戦
争
１
０

０
周
年
の
行
事
に
初
め
て
出
席
さ
せ
て
頂
い

て
か
ら
で
す
。
場
所
は
失
念
い
た
し
ま
し
た

が
、
市
内
の
学
校
の
講
堂
で
１
０
０
人
以
上

の
方
々
が
ご
出
席
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
出
席
さ
れ
て
い
た
方
々
か
ら
、「
殿

様
が
来
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
。」と
歓

迎
し
て
頂
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
勤
務
先
の
理

解
も
あ
り
、
毎
年
欠
か
さ
ず
二
本
松
少
年
隊

二本松藩主・丹羽家１８代当主

丹
に

羽
わ

　長
なが

聰
とし

 氏

東
北
に
お
け
る

戊
辰
１
５
０
年
を
想
う

顕
彰
祭
、
墓
前
祭
に

は
出
席
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
戊
辰
戦
争

を
考
え
る
と
、
当
然

で
す
が
国
元
・
二
本

松
の
こ
と
が
脳
裏
か

ら
離
れ
ま
せ
ん
。
い

ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

あ
る
で
し
ょ
う
が
、

東
北
地
方
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
は
、

東
北
で
一
番
力
の
あ
っ
た
仙
台
藩
が
、
他
藩

の
状
況
を
見
な
が
ら
の
姿
勢
で
あ
っ
た
た
め

奥
羽
列
藩
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
ず
、
力
を
一

つ
に
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
、

奥
州
路
の
玄
関
口
で
あ
る
白
河
に
各
藩
か
ら

出
兵
し
、
戦
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り

ま
し
た
。
一
方
、
西
軍
は
そ
の
裏
を
か
き
海

路
常
磐
平
潟
港
へ
上
陸
し
、
県
南
地
方
を
陸

路
・
海
路
か
ら
攻
略
し
ま
し
た
。
退
路
を
断

た
れ
た
東
北
各
藩
の
藩
士
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に

な
り
組
織
的
な
攻
撃
が
で
き
ず
、
そ
れ
に
も

増
し
て
当
時
の
貧
弱
、
か
つ
旧
式
の
武
器
で

は
と
て
も
立
ち
向
か
え
ず
敗
走
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
、
二
本
松
藩
士
は

義
に
殉
じ
て
徹
底
抗
戦
を
貫
い
た「
東
北
の
誇

り
」で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
、
戊
辰
１
５
０
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

改
め
て
こ
の
戦
争
で
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

双葉郡双葉町生まれで、現在は市
内若宮に在住。東北学院大学文学
部史学科で考古学を専攻し、卒業
後に福島県教育庁文化課に入庁。
その後二本松市役所へ入庁し、社
会教育課、生涯学習課などを経て、
文化課長を務めた。

二本松市文化財保護審議会委員

根
ね

本
もと

　豊
とよ

徳
のり

 氏

落城後の二本松藩と丹羽家 なくされていた藩主・丹羽長国
公は、９月11日に降伏嘆願書を
奥羽鎮撫総督に提出、受理され
て正式に二本松藩降伏に至って
います。その後９月16日に帰藩
命令があり、21日に帰着し大隣
寺にて閉居謹慎、翌月上京を命
じられ、26日に前橋藩邸にて謹
慎、戦犯の御沙汰を待つ身とな
ります。そして長国公は11月５
日、官位を剥奪され旧江戸藩邸
没収を宣告されました。
　しかし幸いにも12月26日、長
国公が隠居し米沢上杉家より養
子を迎えることを条件に家名が
存続し、旧領のうち５万石およ
び二本松城を預けられたことで、
再び二本松藩が成立するに至っ
ています。
　二本松藩が消滅するのは、廃
藩置県詔書が発布された明治４
(1871)年７月14日のことでした。
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戊
辰
戦
争
に
お
け
る
二
本
松
藩
の
戦
死
者
は
、
老
兵
、
少
年
兵
、
農
兵
等
を
含
め
、
３
３
７
人
。

戊
辰
戦
争
後
の
二
本
松
は
賊
軍
の
汚
名
を
被
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時

代
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
平
和
的
な
解
決
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
、
大
き
な
過
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
も
多
く
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
の
戦
い
は
や
む
に
已や

ま
れ
ぬ
事
情
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
二
本
松
藩
は
徳
川

家
、
そ
し
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟
へ
の
信
義
を
貫
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
二
本
松
武
士
と
し
て
の
誇
り

を
捨
て
る
こ
と
の
な
い
、
崇
高
な
精
神
に
基
づ
く
戦
争
で
あ
っ
た
と
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

極
限
の
状
況
の
中
、
二
本
松
藩
が
下
し
た
決
断
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
間
違
っ
て
い
た
の
か
。

戦
争
で
は
、
勝
者
と
敗
者
が
決
し
ま
す
が
、
歴
史
の
多
く
は
、
そ
の
勝
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

き
た
と
い
え
ま
す
。
戊
辰
戦
争
で
、
二
本
松
藩
は
敗
者
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
、
こ
の
地
で
生

き
る
私
た
ち
は
、
改
め
て
こ
の
戦
争
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
郷
土
の
た
め
に
戦
っ
た
彼
ら

の
精
神
や
思
い
を
胸
に
と
ど
め
、
こ
れ
か
ら
先
も
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

本
年
11
月
３
日
、
市
で
は
戊
辰
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
３
３
７
人
と
こ
の
地
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。
貴
い
先
人
た
ち
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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平成31年度

二本松市
　　職員採用案内
平成31年４月１日に採用する市職員ならびに市任
期付職員の採用候補者試験を、次により行います。

市職員
採用職種 採用予

定人員 主な職務内容 受験資格

一般事務
A

８人
程度

一般行政事務に従事
平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者

一般事務
B

３人
程度 平成９年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者

土　木 ２人
程度 土木行政等の業務に従事 昭和59年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者

保育士 ５人
程度

保育所、認定こども園お
よび幼稚園での保育また
は幼児教育に従事

平成元年４月２日以降に生まれた者で、保育士の資格および幼
稚園教諭の免許を有する者または平成31年３月末日までに取得
見込みの者（いずれかの資格免許では受験できません。）

　　※各職種ともに学歴は問いませんが、試験は高卒程度（保育士は短大卒程度）で実施します。
　試験の実施日　・第１次試験　９月16日（日）　・第２次試験　11月上旬
　受 付 期 間　８月１日（水）～８月17日（金）　８：30～17：15（土日祝日を除く。）
　受 付 場 所　人事行政課職員係　※郵送の場合は８月17日の消印のあるものまで受け付けます。
　申 込 用 紙　受験案内（申込用紙）は、市役所本庁、各支所および各住民センターにてお渡しします。

市任期付職員
採用職種 採用予

定人員 主な職務内容 受験資格

（�身体障が
い者）
一般事務

１人
程度

一般行政事務
に従事

次のすべての要件を満たす者が受験できます。
⑴自力通勤ができ、かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な者　⑵身
体障害者福祉法第15条に規定する身体障害者手帳の交付を受けている者
⑶活字印刷文（文字の大きさは10ポイント程度）による出題に対応でき
る者　⑷昭和39年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた者

保育士 １人
程度

保育所、認定こど
も園および幼稚園
での保育または幼
児教育に従事

昭和39年４月２日以降に生まれた者で、保育士の資格および幼稚園教
諭の免許を有する者または平成31年３月末日までに取得見込みの者
（いずれかの資格免許では受験できません。）

　　※各職種ともに学歴は問いませんが、試験は高卒程度で実施します。
　勤 務 形 態　週５日フルタイム勤務　　　任　期　平成31年４月１日から平成34年３月31日まで（３年間）
　試験の実施日　・第１次試験　10月14日（日）　・第２次試験　11月上旬
　受 付 期 間　９月３日（月）～９月21日（金）　８：30～17：15（土日祝日を除く。）
　受 付 場 所　人事行政課職員係　※郵送の場合は９月21日の消印のあるものまで受け付けます。
　申 込 用 紙　受験案内（申込用紙）は、市役所本庁、各支所および各住民センターにてお渡しします。

◎問い合わせ�人事行政課職員係☎（55）5083

保
育
士
就
職
相
談
会

 

を
開
催
し
ま
す

　

職
員
採
用
試
験
の
実
施
に

合
わ
せ
、
保
育
士
就
職
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

保
育
士
と
し
て
仕
事
を
す

る
に
当
た
り
、
不
安
や
悩
み
、

雇
用
条
件
等
の
相
談
を
現
場

の
保
育
士
と
子
育
て
支
援
課

の
職
員
が
お
聞
き
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日　

時

　

７
月
22
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所

　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

子
育
て
支
援
課

　

保
育
所
幼
稚
園
係

　

☎（
55
）５
１
１
２

子どもたちから
毎日たくさんの
パワーをもらっ
ています。
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二
本
松
市
土
地
改
良
区

総
代
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

　

８
月
８
日
の
任
期
満
了
に
よ
る

二
本
松
市
土
地
改
良
区
総
代
総
選

挙
を
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

告
示
日　

７
月
26
日（
木
）

投
票
日　

８
月
２
日（
木
）

※�

立
候
補
届
け
出
の
受
け
付
け
は
、

７
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、

市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室
に

て
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
55
）５
１
４
６

児
童
手
当
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　お
済
み
で
す
か

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況

届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な

い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
方
に
は
届
け
出
用
紙
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

　

☎（
55
）５
０
９
４

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に

　
　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
内（
主
に
阿
武
隈
川
よ
り
西

側
）で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
目

撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

人
里
に
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い

た
め
に

・��

ク
マ
の
餌
と
な
り
う
る
生
ご
み

や
野
菜
、
収
穫
し
な
い
栗
・
柿

な
ど
を
、
人
家
の
周
辺
に
放
置

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・��

人
家
の
周
辺
に
ハ
チ
の
巣
を
見

つ
け
た
ら
、
速
や
か
に
撤
去
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

集
落
近
く
の
山
林
や
川
沿
い
の

や
ぶ
の
草
刈
り
を
す
る
と
効
果

的
で
す
。

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に

　

ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
山
林
に

立
ち
入
る
場
合
や
、
ク
マ
の
活
動

が
活
発
に
な
る
早
朝
・
夕
方
に
農

作
業
を
す
る
と
き
は
、
ク
マ
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
物
を
携
帯

し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

※�

山
に
立
ち
入
っ
た
際
は
、
食
べ

物
や
生
ご
み
を
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

も
し
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら

　

ク
マ
を
興
奮
さ
せ
な
い
よ
う
、

大
声
で
叫
ん
だ
り
、
背
中
を
向
け

て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い
て

静
か
に
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
や
、
農

作
物
等
へ
の
被
害
を
発
見
し
た
場

合
は
、
左
記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
林
課
農
地
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
１
８

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

　

６
月
10
日
、
南
相
馬
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
に
参
列
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
植
樹
祭
に
は
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
森
林

の
再
生
と
、
次
世
代
へ
の
継
承
を

皆
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

生
命
は
、
森
か
ら
生
ま
れ
、
森
と

と
も
に
進
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
森
は
、
生
命
を
育
む
源
」

　

私
た
ち
の
祖
先
は
、
古
来
よ
り
、

森
を
精
霊
の
宿
る
神
聖
な
も
の
と

畏い

敬け
い

し
、
敬け

い

虔け
ん

な
気
持
ち
を
持
っ

て
、
こ
れ
を
守
り
、
育
て
、
そ
の

恵
み
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
森
林
は
、
多
種
多
様

な
生
物
が
共
存
す
る
生
態
系
の
宝

庫
で
あ
り
、
林
産
物
の
供
給
を
は

じ
め
、
水
源
の
涵か

ん

養よ
う

や
国
土
保
全
、

さ
ら
に
は
地
球
環
境
の
保
護
や
生

命
維
持
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
人
類

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
生
き
も

の
の
生
存
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
森
林
は
危
機
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
、
さ

ら
に
は
地
球
の
温
暖
化
や
森
林
の

破
壊
、
砂
漠
化
な
ど
、
地
球
規
模

で
の
環
境
問
題
に
よ
り
、
人
類
の

生
存
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
森
林
の
果

た
し
て
い
る
役
割
に
思
い
を
巡
ら

せ
、
私
た
ち
の
祖
先
が
育
ん
で
き

た
文
化
や
緑
豊
か
な
森
林
を
守
り

育
て
、
こ
れ
を
人
類
共
有
の
財
産

と
し
て
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

大
き
な
使
命
と
考
え
ま
す
。

　
『
全
国
植
樹
祭
』が「
循
環
の
理

念
」の
も
と
、「
森
林
と
人
間
と
の

共
生
」、
そ
し
て
緑
豊
か
な
国
土

建
設
の
新
た
な
礎
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

二本松市長
三保　恵一

市
民
が
主
役
。

『
全
国
植
樹
祭
』

　～
育
て
よ
う
希
望
の
森
を

　
　
　
　
　
　い
の
ち
の
森
を
～
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提
案
さ
れ
た
主
な
議
案

　

 

市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
12
日
に

招
集
さ
れ
、
26
日
ま
で
の
15
日
間
を
会

期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
現

況
、
お
よ
び
条
例
の

一
部
改
正
、
補
正
予

算
に
つ
い
て

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
現

況
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
数
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療
給

付
費
は
増
加
し
て
お
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
29
年
度
の
決
算

見
込
み
で
は
、
医
療
費
適
正
化
事

業
や
国
保
保
健
事
業
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
も
あ
り
、
国
か
ら
の

支
出
金
が
増
額
交
付
さ
れ
、
か
つ
、

医
療
給
付
費
が
低
く
抑
え
ら
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
健
全
な
財
政
運

営
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
、
将
来
に
わ

た
る
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
た

め
、
市
町
村
に
加
え
都
道
府
県
も
、

国
保
の
保
険
者
と
な
り
財
政
運
営

の
責
任
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
は
、
こ
の
制
度
改
正

に
伴
う
規
定
の
改
正
と
、
決
算
見

込
み
額
の
確
定
等
に
よ
る
国
保
税

率
の
改
正
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
の
負
担
を
抑
制
し

な
が
ら
、
将
来
的
な
財
政
事
情
へ

の
備
え
も
勘
案
し
た
措
置
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
で
は
、
過
去
の
実
績

お
よ
び
被
保
険
者
数
の
推
移
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
医
療
費
の
所
要

額
を
推
計
し
、
保
険
給
付
費
は
当

初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
１
０
５

５
万
１
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
今
年
度
か
ら
の
制
度
改

正
に
よ
り
、
県
へ
支
払
う
こ
と
と

な
っ
た
国
民
健
康
保
険
事
業
納
付

金
は
、
金
額
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
り
９
５
２
万
４
千
円
の
減
額
と

な
り
、
過
年
度
分
の
国
等
へ
の
償

還
金
は
、
８
６
０
０
万
４
千
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
保
険
給
付
費

に
か
か
る
県
支
出
金
が
９
３
３
万

２
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
算
定
基
礎
に
基
づ
き

算
出
し
た
結
果
、
国
保
税
の
総
額

は
11
億
３
５
２
２
万
１
千
円（
当
初

予
算
と
比
較
し
て
１
億
２
２
６
８

万
７
千
円
の
減
額
補
正
）と
な
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
59
億
６

２
５
０
万
２
千
円（
当
初
予
算
と
比

較
し
て
３
億
５
６
９
８
万
９
千
円

の
減
額
補
正
）と
な
り
ま
し
た
。

一
人
当
た
り
の
税
額
に
つ
い

て
は
、
医
療
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
合
わ
せ
る
と
、
前

年
度
比
で
５
６
３
３
円（
６
．

２
％
）の
減
額
と
な
り
、
一
世
帯

当
た
り
の
税
額
で
も
、
１
万
１
４

６
１
円（
７
．６
％
）の
減
額
と
し

て
、
議
会
へ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の

　
　

主
な
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
５

２
１
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
３
５
５
億
５
１
６
８
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
し
た
。
主
な
歳

出
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
議
会
議
員
22
議
席
決
ま
る

　

 

任
期
満
了
に
伴
う
二
本
松
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
去
る
６
月

３
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
市
議
会
議
員
22
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

 

任
期
は
、
平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
34
年
６
月
30
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。
市
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
立
候
補
届
出
順
）

・
小
野　

利
美�

（
平
石
高
田
）

・
本
多　

勝
実�

（
小
浜
）

・
佐
藤　

源
市�

（
針
道
）

・
小
林　
　

均�

（
休
石
原
）

・
加
藤　

建
也�

（
永
田
積
内
）

・
平
栗　

征
雄�

（
智
恵
子
の
森
）

・
野
地　

久
夫�

（
下
川
崎
）

・
安
齋　

政
保�

（
上
川
崎
）

・
坂
本　

和
広�

（
本
町
）

・
佐
藤　
　

有�

（
蓬
田
）

・
佐
藤　

運
喜�

（
油
井
）

・
本
多　

俊
昭�

（
舘
野
原
）

・
平
塚
與
志
一�

（
錦
町
）

・
堀
籠　

新
一�

（
杉
沢
）

・
齋
藤　
　

徹�

（
本
町
）

・
鈴
木　

一
弘�

（
中
町
）

・
熊
田　

義
春�

（
原
セ
才
木
）

・
菅
野　
　

明�

（
杉
沢
）

・
斎
藤　

広
二�

（
油
井
）

・
佐
久
間
好
夫�

（
太
田
）

・
平　
　

敏
子�

（
茶
園
）

・
石
井　
　

馨�

（
木
幡
）

▼�

地
域
振
興
整
備
基
金
積
立
金
の

増
額�

１
２
５
０
万
円

▼�

宝
く
じ
の
収
益
金
を
受
け
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助

金
の
増
額�

１
７
１
０
万
円

▼�

国
保
本
算
定
に
伴
う
基
盤
安
定

繰
出
金
の
増
額�

４
７
０
０
万
円

▼�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
の
増
額�

６
２
０
万
７
千
円

▼�

農
業
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

設
置
費
の
増
額

�

２
９
９
万
９
千
円

▼�

東
和
小
学
校
・
中
学
校
備
品
購

入
費
の
増
額�

２
０
０
万
円

▼�

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
の
増
額�

３
２
６
０
万
円

　市議会　市議会　市議会　市議会　市議会　市議会
　６　６　６　６　６　６月定例会月定例会月定例会
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料
金
受
取
人
払

二
本
松
局
承
認

差
出
有
効
期
間

３１
日
ま
で

０

平
成
３
1年
12
月

行

15
29

✂

✂✂

✂

福 島 県 二 本 松 市 金 色 四 〇 三 番 地 一

二 本 松 市 役 所

秘 書 広 報 課
〒

都
・
道
・
府
・
県
　
 

市
・
町
・
村

　
住
所

名
前

コ
コ
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

コ
コ
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

↓切り取ってご使用ください

　市民が主役。市民とともに。
　「まちづくりメール便」をお寄せください



コ
コ
に
の
り
を
付
け
て
く
だ
さ
い
　
▲
谷
折
り

ココにのりを付けてください　▼谷折り

コ
コ
に
の
り
を
付
け
て
く
だ
さ
い
　
▼
谷
折
り

　

 

あなたの「まちづくりメール便」を募集します
ひと・しごと・くらしの声を届けましょう

ありがとうございます。あなたの声を大切にします

内容を確認させていただき、あなたの提案を広報紙やウェブサイトに
掲載してもよろしいですか
　　　はい　•　いいえ

「はい」と答えた方は、お名前を掲載してよろしいですか
　　　はい　•　いいえ

✂

✂✂

✂

二本松市を
より住みやすくするため
幅広いご意見を
お待ちしています

書いて 切って ポストへ 
投函
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目
標
は
１
０
０
人
！

街
頭
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

７
月
は「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
月
間
」で
す
。

　

人
間
の
血
液
は
、
医
療
技
術
の

進
歩
し
た
現
在
で
も
、
人
工
的
に

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

献
血
は
、
健
康
な
人
な
ら
誰
で

も
で
き
る
愛
の
奉
仕
活
動
で
す
。

今
年
も
関
係
団
体
と
地
元
高
校
生

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
街
頭
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

病
気
や
ケ
ガ
と
闘
っ
て
い
る
方
々

の
た
め
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
の
実
績
は
89
人
で
し
た
。

開
催
日　

７
月
15
日（
日
）

開
催
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※�

午
後
０
時
45
分
か
ら
２
時
ま
で

は
受
け
付
け
休
止
。

開
催
場
所

・
ベ
イ
シ
ア
安
達
店
駐
車
場

・�

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
二
本
松
イ
ン

タ
ー
店
駐
車
場

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

健
康
増
進
課
予
防
係

　

☎（
55
）５
１
０
９

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ

ん
の
体
調
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

〜
両
親
学
級
の
ご
案
内
〜

　

安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き

る
よ
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月
12
日（
木
）

午
前
９
時
～

　

受
け
付
け
と
マ
タ
ニ
テ
ィ
体
験

午
前
９
時
30
分
～
正
午

・��
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

と
母
乳
に
つ
い
て
の
話

・��

妊
娠
期
か
ら
役
立
つ
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー（
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
作
成
）

※�

材
料
費
と
し
て
一
人
５
０
０
円

を
持
参
く
だ
さ
い
。

講　

師　

助
産
師

対 

象
者　

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方

会 　

場　

安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

託　

児　

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
オ

ム
ツ
や
着
替
え
、
ミ
ル
ク
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限　

７
月
９
日（
月
）

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

あ
な
た
も
健
康
推
進
員
に
！

二
本
松
市
健
康
推
進
員

養
成
講
座

健
康
推
進
員
と
は
…

　

健
康
に
関
す
る
学
習
会
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
、
自

分
達
が
得
た
知
識
や
技
術
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
な
が
ら
、

地
域
に
健
康
の
輪
を
広
げ
る
た
め

活
躍
し
て
い
る
方
々
で
す
。

　

二
本
松
市
健
康
推
進
員
会
と
し

て
、
現
在
5
つ
の
支
部（
二
本
松
・

安
達
・
岩
代
・
東
和
・
お
口
の
相

談
員
）が
あ
り
、
お
互
い
の
親
睦

を
図
り
な
が
ら
１
０
０
数
名
の

方
々
が
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
楽
し
い
健
康
づ
く
り

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

7
月
～
平
成
31
年
3
月

※
全
15
回
開
催
予
定

※
1
講
座
2
時
間
程
度

会 　

場　

安
達
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

他

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
、
口

か
ら
は
じ
ま
る
健
康
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
、

医
師
に
よ
る
健
康
相
談
・
講
話
、

5
つ
の
支
部
の
活
動
発
表
な
ど

受 

講
対
象
者��

市
内
に
お
住
ま
い

で
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員　

�

20
人
程
度（
先
着
順
）

※�

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
随

時
受
け
付
け
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

そ 

の
他　

開
催
日
時
や
申
し
込
み

方
法
等
、
詳
し
く
は
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
、
話
せ

な
い
」と
思
っ
て
い
る
方
へ

『
放
射
線
学
習
会
』

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

発
生
か
ら
７
年
が
過
ぎ
、
放
射
能

へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
現
状
が

あ
る
中
、
ま
だ
ま
だ
言
葉
に
で
き

な
い
不
安
や
悩
み
を
抱
え
な
が
ら

生
活
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
こ
こ
だ
か
ら
こ
そ

聞
け
る
、
話
せ
る
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

７
月
７
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※
受
け
付
け
は
９
時
15
分
か
ら

場　

所

　

安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内 　

容　
「
今
の
思
い
を
話
し
、

み
ん
な
の
声
を
聴
い
て
み
よ

う
」を
テ
ー
マ
に
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
皆
さ
ん
の
不
安
や
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

対
象
者　

市
民
の
方

講 　

師　

二
本
松
市
放
射
線
専
門

家
チ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
獨

協
医
科
大
学
准
教
授　

国
際
疫

学
研
究
室
福
島
分
室
室
長　

　
　
　
　
　
　

木
村　

真
三�

氏

申
込
期
限　

７
月
４
日（
水
）

そ 

の
他　

託
児
希
望
の
方
は
、
お

子
さ
ん
の
お
名
前
、
年
齢
を
左

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

内
部
被
ば
く
量
測
定（
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
）

　

３
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
年

間
を
通
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

継
続
し
て「
測
る
」「
記
録
す
る
」

「
知
る
・
学
ぶ
」こ
と
が
重
要
で
、

対
象
者
に
は
、
随
時
ご
案
内
の
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

測 

定
場
所　

放
射
線
被
ば
く
測
定

セ
ン
タ
ー

定 

休
日
等　

木
曜
日
が
定
休
日
で
、

土
日
は
隔
週
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

７
月
８
日（
日
）、
15
日（
日
）、

16
日（
月
・
祝
）、
21（
土
）、
29

日（
日
）は
休
み
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
予
約

の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。

予
約
先

　

放
射
線
被
ば
く
測
定
セ
ン
タ
ー

　

☎（
24
）８
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

健
康
増
進
課
保
健
係

　

☎（
55
）５
１
１
０

　

Fax（
23
）１
７
１
４

保
　健

h
e
a
lth
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肢
体
不
自
由
者
来
所
相
談
会

　

補
装
具
の
購
入
・
修
理
、
医
療
、

そ
の
他
更
生
に
関
す
る
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

７
月
27
日（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

会 　

場　

福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
県
庁
北
庁
舎
）

申
込
期
限　

７
月
20
日（
金
）

申 

し
込
み
方
法　

事
前
に
電
話
等

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　

高
齢
者
の
方
お
よ
び
重
度
身
体

障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、
訪
問

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
、
寝
具
洗
濯
乾

燥
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
実
施
し
ま

す
。

対
象
者

①�

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、

介
護
保
険
に
お
い
て
要
介
護
３

以
上
の
認
定
を
受
け
た
方

②�

65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
の
所
持
者
で
、
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
方

・��

移
動
、
食
事
、
入
浴
、
着
替
え

に
つ
い
て
、
全
面
的
に
介
助
を

要
す
る
。

・��

排
せ
つ
に
つ
い
て
、
一
部
介
助

を
要
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
等

そ 

の
他　

対
象
者
①
の
方
に
は
、

７
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
者
②
の
方
で

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
へ
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
４

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

介
護
予
防
教
室

『
泳
が
な
い
！

　
　

水
中
運
動
教
室
』

　

水
中
運
動
は
、
水
の
浮
力
に
よ

り
関
節
に
か
か
る
負
担
が
緩
和
さ

れ
る
一
方
で
、
水
の
抵
抗
を
利
用

す
る
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
運
動

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

水
中
運
動
の
ほ
か
に
室
内
で
の

ス
ト
レ
ッ
チ
や
介
護
予
防
の
講
話

な
ど
も
行
い
ま
す
。

開 
催
日　

９
月
５
日
か
ら
11
日
28

日
ま
で
の
毎
週
水
週
日（
12
回

コ
ー
ス
）

会　

場

　

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

対 

象
者　

65
歳
以
上
で
運
動
を
含

む
日
常
生
活
に
制
限
の
な
い
方

※�

個
別
に
介
助
が
必
要
な
方
は
除

く
。

教
室
の
種
類
・
時
間

①
腰
痛
・
膝
痛
改
善
コ
ー
ス

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

②
ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
　
　
（
足
・
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

※�

申
し
込
み
時
に
ご
希
望
の
コ
ー

ス
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

定　

員　

各
コ
ー
ス
30
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
が
、
今
回
初
め
て
の

方
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料　

無
料

送 　

迎　

希
望
す
る
方
は
、
無
料

で
送
迎
し
ま
す
。

持 

参
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
限　

７
月
20
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎（
23
）３
６
０
０

内　容 時期（年２回）

訪問理美容
サービス

寝たきり等により理美容店
に行くことが困難な方に、
訪問による理美容サービ
スを無料で行います。

８月１日～
平成31年１月31日

寝具洗濯乾
燥サービス

寝たきり等により寝具の洗
濯乾燥が困難な方に、寝具
類の洗濯乾燥消毒サービ
スを無料で行います。

８月、11月

お問い合わせ：株式会社　二本松市振興公社　　☎0243－61－3100

７月の講座のご案内７月の講座のご案内７月の講座のご案内７月の講座のご案内 要予約 定員：金魚の飾り１２人、和帳講座６人
　　　一閑張12人

※申込〆切日を過ぎてもキャンセル等の都合により受講可能な場合も
　ありますのでお気軽にお問い合わせください。

【金魚の飾り講座（１回講座）】
開講日・時間
　７/12㈭　10：00～11：30
　７/21㈯　10：00～11：30
料　　金：1,300円
申込〆切：各開講日の５日前

お申し込み・お問い合わせ：二本松市和紙伝承館（☎61－3200）

開講日・時間(針を使う作業があります)
　７/７㈯　10：00～11：30
　７/11㈬　10：00～11：30
料　　金：1,500円（１冊）
申込〆切：各開講日の５日前

【和帳講座（１回講座）】

開 講 日：７/18㈬、24㈫、29㈰
時　　間：10：00～12：00
料　　金：600円 （※材料費別途料金）
申込〆切：各開講日の前日

【毎月開催！一閑張講座】

・要予約、電話か窓口へ直接お申し込みください。
　（ＦＡＸやメールでの受付はしておりません）
・定員になり次第締め切らせていただきます。
・材料のみの販売はしておりません。

【注意事項】

みんな集まれ!! 夏を楽しむ体験コーナー
 夏休みの自由研究に！

道の駅「安達」
安達ケ原ふるさと村

道の駅上り
やさい家駅菜都
『縁日体験』
７/21.22　2日間
水鉄砲・金魚すくい等

道の駅下り
銘産コーナー

『缶バッジを作ろう！』
７/21～７/31
１個　100円

道の駅上り
和紙伝承館

『オカリナ絵付け体験』
７/１～８/31
５００円

道の駅上り
物産コーナー

『お絵かき扇子体験』
７/21～８/５

３５０円（お菓子付）

ふるさと村売店
『オリジナルヨーヨ作り体験』

７/22～８/12
５００円

福
　祉

w
e
lfa

re
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介
護
予
防
教
室

『
足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
』

　
　
　
　
　
（
東
和
コ
ー
ス
）

　

腰
痛
、
膝
痛
の
改
善
や
、
足
腰

の
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ
る
運

動
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

椅
子
に
座
っ
た
運
動
を
中
心
に

行
い
ま
す
の
で
、
腰
痛
、
膝
痛
が

あ
る
方
や
少
し
体
力
に
不
安
の
あ

る
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開 

催
日　

８
月
22
日
か
ら
11
月
７

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日（
12
回

コ
ー
ス
）

時　

間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会　

場　

東
和
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人（
先
着
順
）

※�

本
教
室
は
各
地
域
で
開
催
し
ま

す
の
で
、
参
加
は
年
度
内
１
人

１
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。（
広

報
に
ほ
ん
ま
つ
４
月
号
23
ペ
ー

ジ
参
照
）

受
講
料　

無
料

送 　

迎　

東
和
地
域
の
方
で
希
望

の
方
は
無
料
送
迎
し
ま
す
。

申
込
期
限　

７
月
17
日（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎（
23
）３
６
０
０

資
源
回
収
で
補
助
金

が
出
ま
す

　

市
内
で
資
源
回
収
を
行
っ
て
い

る
育
成
会
や
町
内
会
等
に
、
資
源

回
収
団
体
育
成
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
補
助
金
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

補
助
金
交
付
の
流
れ

①
団
体
登
録
を
行
う
。

②
資
源
回
収
を
実
施
す
る
。

③�

集
め
た
資
源
物
の
回
収
を
、
資

源
回
収
業
者
に
依
頼
す
る
。

④�

補
助
金
交
付
申
請
書
等
に
回
収

量
が
分
か
る
伝
票
を
添
え
て
、

市
に
提
出
す
る
。

⑤�

団
体
の
口
座
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
。

補 

助
金
額　

・
実
施
回
数
１
回
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　

…
１
１
５
０
円

・
資
源
物
１
㎏
当
た
り
…
…
３
円

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

７
月
７
日
、
夜
８
時
か
ら
の
２

時
間
、
全
国
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施

設
に
対
し
電
気
の
一
斉
消
灯
を
呼

び
か
け
て
い
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
当
日

の
夜
は
い
つ
も
よ
り
早
め
に
明
か

り
を
消
し
て
、
美
し
い
夜
空
を
見

上
げ
な
が
ら
、
家
族
で
語
り
合
う

素
敵
な
夜
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

市
の
施
設
も
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎（
55
）５
１
０
３

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

犬
を
飼
い
た
い
、
飼
い
始
め
た

が
し
つ
け
方
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

学
科
研
修

日　

時　

７
月
19
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所

　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

定　

員　

30
人
程
度

※
飼
い
主
だ
け
で
の
受
講
。

受
講
料　

無
料

実
技
研
修

日　

時　

７
月
26
日（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　

所

　

二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館

定　

員　

30
人
程
度

※�

学
科
研
修
を
受
講
し
た
方
が
対
象
。

受
講
料　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
９
５
３
）６
４
０
０

やすらぎの丘 全日本葬祭業協同組合連合会加盟

葬儀のすべてのご相談・ご用命は

丸又葬儀社
丸又ふれあい会　会員募集中

有限
会社
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

☎0243－22－5598

フリーダイヤル 0120－03－5598

環
境
衛
生

e
n
viro

n
m

e
n
t h

yg
ie

n
e
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　昨年の３月25日にオープンした二本松しんきん
城山プールの入場者が、早くも10万人に達成し、
記念セレモニーが５月26日に行われました。10万
人目の入場者となったのは、市内在住の菅野順子
さん（笹屋）。菅野さんの長女・汐香ちゃんと、長
男・樹くんの３人で、この日初めてプールを訪れ
ました。セレモニーでは、同プール指定管理者の
フクシ・エンタープライズと、ネーミングライツ
スポンサーの二本松信用金庫、そして二本松市か
らそれぞれ記念品が贈られました。菅野さんは「も
らった利用券でまた来たい」と話してくれました。

二本松しんきん城山プール
入場者が10万人達成

入場者10万人目となった菅野さん（左から４人目）

　東日本大震災からの復興支援を目的とした「JT応
援プロジェクト�将棋フェスティバル」が５月26日、
県男女共生センターで行われました。平成27年に
同フェスで来松している羽生善治二冠（竜王・棋
聖）のほか、久保利明王将、斎藤慎太郎七段、鈴木
環那女流二段、和田あき女流初段の５人のプロ棋
士が参加し、会場に詰め掛けた約130人の将棋ファ
ンと交流を深めました。会場では、参加者がプロ
棋士と指導対局ができる「ぐるぐる多面指し」など
が行われ、羽生二冠は「将棋を生活の娯楽の一つと
して楽しんで欲しい」と話していました。

JT応援プロジェクト 将棋フェスティバル
憧れのプロ棋士と直接対局

「ぐるぐる多面指し」で対局する羽生二冠（写真㊨）

　５月31日、二本松しんきん城山プールが東北建
築賞の作品賞を受賞したことを受け、設計・施工
者の代表者らが市役所を訪れ、三保市長に受賞を
報告しました。同賞は、東北地方においてその建
築文化や環境形成の向上に貢献し、地球環境時代
に相応しい優れた建築作品や、将来性が期待され
る研究活動などを顕彰するもので、二本松市では
２年前にも、市立とうわこども園で同賞を受賞し
ています。設計を担当した関・空間設計の渡邊宏
社長は、「これからも後世に残る作品を残してほし
い」と工事施工各社をたたえました。

第38回東北建築賞受賞
城山プールが作品賞を受賞

作品賞を受賞した二本松しんきん城山プールの室内

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ▶
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市
内
各
地
で
山
開
き

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
、
市
内
各
地
で
山

開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
５
月
20
日
に

安
達
太
良
山
、
５
月
27
日
は
羽
山
、
６
月

３
日
に
は
、
今
年
８
年
ぶ
り
の
山
開
き
と

な
っ
た
日
山
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大
勢
の
登
山

客
が
新
緑
の
山
々
を
楽
し
み
ま
し
た
。

標 

高
・
安
達
太
良
山 

… 

１
７
０
０
㍍

・
羽
山 

… 

８
９
７
㍍      

・
日
山 

… 

１
０
５
７
㍍

①写真左から、準ミズあだたらの橋本祐子さん（郡山市）、昨年に
引き続き山開きに参加していただいた、郡山市出身で俳優の斉藤
暁（さとる）さん、ミズあだたらの遠藤由香子さん（福島市）　②約
250人の登山客でにぎわった羽山山開き　③８年ぶりに開催され
た日山の山開きには、約1,000人の登山客が参加　④日山の美女

（ひと）コンテストには、山田夢実さん（川俣町・写真左端）、松本
幸子さん（浪江町・写真左から２番目）、今野あゆみさん（浪江町・
写真右端）の３人が選ばれ、審査員特別賞には石川洋子さん（市内
成田・左から３番目）が選ばれました。

１

２

３

４
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石
いし

井
い

　凜
り

々
り

愛
あ

ちゃん（油井）
平成24年生まれ/6歳
父：徹さん　　母：希貴子さん
りーちゃん、6歳のお誕生日あめでとう
♡新しい幼稚園でお友達たくさんできて
良かったね！毎日お手紙書いてくれてあ
りがとう★

桑
くわ

田
た

　葵
あお

衣
い

ちゃん（表）
平成29年生まれ/1歳
父：達さん　　母：彩佳さん
あおちゃん1歳おめでとう☆あおちゃんの
ニコニコ笑顔はみんなを幸せにしてくれ
る！これからもすくすく大きくなーれ♥

月
つき

舘
だて

　蓮
れん

くん（郭内）
平成24年生まれ/6歳
父：拓也さん　　母：亜紀さん
蓮君、6歳のお誕生日おめでとう！いつも
弟の面倒をみてくれてありがとう。これ
からも心優しいお兄ちゃんでいてね♡

吉
よし

田
だ

　圭
けい

吾
ご

くん（渋川）
平成28年生まれ/2歳
父：伸司さん　　母：夏海さん
２歳のお誕生日おめでとう♡散歩と車と納
豆ご飯が大好き♪言葉も増えてきて行動も
おもしろい♡またすてきな一年にしようね
♡産まれてきてくれてありがとう☆

就学前のお子さんを誕生月にご紹介します。８月号に掲載を希望される方は、７月５日（木）までに写真とコメント（50字程
度）をお寄せください。 （秘書広報課秘書広報係）

わが家のアイドル 〜７月生まれのおともだち〜

古
ふる

舘
だて

　芽
め

生
い

ちゃん（油井）
平成27年生まれ/3歳
父：崇さん　　母：稚子さん
いつもでたらめな歌と踊り、変顔で笑わ
せてくれるわが家のムードメーカー☆誕
生日プレゼントは、めいリクエストの「つ
るつるめん」で決まり!!

安
あん

齋
ざい

　水
みず

稀
き

ちゃん（油井）
平成28年生まれ/2歳
父：和徳さん　　母：英里さん
祝2歳☆追われるより、追う方が好き！そ
んな肉食系みずきに楽しく翻弄されてい
ます。春に妹ができてからの成長はあっ
ぱれでした。お姉ちゃん、ファイト!!

野
の

地
ぢ

　晃
あき

史
ふみ

くん（上川崎）
平成25年生まれ/5歳
父：隆行さん　　母：里美さん
5歳の誕生日おめでとう。わんぱくが
ますますパワーアップして元気いっぱい
ですね。これからの成長がとても楽しみ
です。

宍
しし

戸
ど

　爽
そう

太
た

郎
ろう

くん（羽石）
平成26年生まれ/4歳
父：真之輔さん　　母：遥子さん
４歳の誕生日おめでとう！いっぱい遊ん
でもりもり食べて大きくなったね。絵本
が大好きで優しいお兄ちゃんが、パパも
ママも大好きだよ。

　５月23日、カントリーパークとうわ
陸上競技場を会場に、第12回二本松市
小学生陸上競技大会が行われ、市内16
校から478人の児童が参加しました。
会場にはたくさんの保護者などが応援
に駆け付け、児童たちは練習の成果を
発揮しようと、真剣な表情で出番を待
つ姿が印象的でした。普段はあまり接
することのない、自分の通う学校以外
の児童たちと競うことが、児童たちに
は良い刺激となっていたようでした。

小学生陸上競技大会
走る！飛ぶ！投げる！
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地域 行事名等 日時（受付時間） 場　所 内　容 問い合わせ

二本松

親子
教室

0歳児
６日、20日 （金曜）

９：45〜10：45

子育て支援センター
（ 二本松保健セン

ター内）

６日：七夕飾りを作ろう
20日：わらべうたを楽しもう

子育て支援セン
ター
☎（2３）0415

1歳児 11：00〜12：00
0-1歳児合同 27日 （金曜） 10：15〜11：３0 ６・７月生まれのお誕生会

2歳児 ３日、24日 （火曜） ９：45〜11：３0 七夕飾りを作ろう など

育児
講座

0〜未就学児 10日 （火曜） ９：45〜12：00 心肺蘇生法講習会
0-1歳児 1３日 （金曜） ９：45〜12：00 離乳食作り≪10組限定・要予約≫

通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0〜1６：00 年齢制限なし（保護者同伴）

安達

おひさまクラブ ５日、19日 （木曜） 10：00〜11：３0 安達保健福祉センター 自由に遊ぼう 健康増進課
☎（55）5110

あそびの広場
11日、25日 （水曜） 10：00〜11：00 子育て支援センター

（あだち保育園内）
水遊びのおもちゃを作ろう など あだち保育園

☎（６1）３290通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0〜1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

まゆみぷらす

10日、24日 （火曜） 10：３0〜11：15

子育て支援センター
（ 認定こども園まゆ

みぷらす内）

ひよっこクラブ

地域子育て支援セ
ンターぷらす
☎（24）8３47

※ 内容等詳細はお
問い合わせくだ
さい。

８日 （日曜） 10：00〜1３：00 パパたちのセンター開放day
10日（火）、27日（金） 17：50〜19：３0 こども食堂
12日、2６日 （木曜） 10：00〜12：00 栄養相談、身体測定
18日 （水曜） 10：00〜12：00 料理教室
19日 （木曜） 10：３0〜12：00 お誕生会
７日、28日 （土曜） ９：３0〜12：00 センター開放day
24日 （火曜） 11：３0〜12：00 離乳食作り
通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ９：３0〜1６：00 年齢制限なし（保護者同伴）

岩代

すくすく広場
５日、12日、19日、2６日 （木曜） 10：00〜11：３0 子育て支援センター

（小浜保育所内）
七夕飾りを作ろう など 小浜保育所

☎（55）2124通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0〜1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

さくらっこ広場
12日（木）、18日（水） 10：00〜11：３0 子育て支援センター

（ いわしろさくらこ
ども園内）

12日はすくすく広場と合同交流会 いわしろさくら
こども園
☎（57）2709通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0〜1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

東和

つくしくらぶ 18日 （水曜） 10：00〜 カントリーパーク
とうわ※現地集合 外で遊ぼう 東和保健センター

☎（６６）2499

わくわく広場

10日 （火曜）
10：00〜

東和保健センター 水遊びのおもちゃを作って遊ぼう
とうわこども園
☎（24）8125

６日 （金曜） 子育て支援センター
（とうわこども園内）

七夕まつり、壁面制作

通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ８：３0〜1３：３0 年齢制限なし（保護者同伴）

４カ月児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成３0年２月１日〜２月19日生 ７/ ４（水）安達保健福祉センター 12：３0
〜1３：00平成３0年２月20日〜３月20日生 ７/18（水）二本松保健センター

10カ月児健康診査
・  対象者は満10カ月を迎えた方です。（まだの方は、１歳前まで受診できま

すので早めに受けましょう）
・  個別健診で実施していますので、問診票と「10カ月児健康診査のお知らせ」（出

生届出時に配布）をご覧になり、実施医療機関に予約の上、受診してください。

１歳６カ月児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成28年11月19日〜12月1６日生 ７/11（水）二本松保健センター 12：00
〜1３：20平成28年12月17日〜平成29年１月５日生 ７/27（金）安達保健福祉センター

平成29年１月６日〜１月18日生 ８/ ９（木）安達保健福祉センター

３歳児健康診査（★要予約）
対象者 期　日 場　所 受付時間

平成27年２月20日〜３月９日生 ７/ ３（火）安達保健福祉センター 12：00
〜1３：20平成27年３月10日〜３月３1日生 ７/1３（金）二本松保健センター

平成27年４月１日〜４月1６日生 ８/ ７（火）安達保健福祉センター

離乳食ふれあい教室（★要予約）
　対　象　７カ月前後、１歳前後のお子さんと保護者
　日　時 期　日 場　所 受付時間 教室時間

７/10（火） 安達保健福祉センター ９：00
〜９：３0

９：３0
〜12：00７/19（木） 東和保健センター

８/ ８（水） 二本松保健センター
　内　容　離乳食つくりや親子遊びなど　　参加費　無料
　持参物　 母子健康手帳、おんぶひも、エプロン、三角巾またはバン

ダナ等、子ども用スプーン、子ども用ミルク・タオルなど
　※各回の定員等、詳しくはお問い合わせください。
随時相談（予約不要、母子健康手帳持参）
　場　所　安達保健福祉センター
　時　間　９：00〜17：00（年末年始・土日祝日は除く）
２歳児健康相談（予約不要、二本松・安達会場のみ）

対象者 期　日 場　所 受付時間
平成28年３月1６日〜

４月３0日生 ７/ ５（木）二本松保健センター ９：00
〜９：15平成28年５月１日〜

６月８日生
７/25（水）安達保健福祉センター
８/ ２（木）二本松保健センター

実施日 場　所 内　容 受付時間

７/ ２（月）
二本松保健センター 歯科・栄養・保健相談

９：00
〜11：00

安達保健福祉センター 保健相談
岩代保健センター 歯科・保健相談
道の駅ふくしま東和 栄養・保健相談

７/17（火）
二本松保健センター 保健相談
安達保健福祉センター 歯科・保健相談
岩代保健センター 栄養・保健相談
東和保健センター 歯科・保健相談

７/2６（木） 二本松保健センター こころの健康相談
※7/2３までに要予約

1３：３0
〜15：３0

＊相談担当　保健相談…保健師　　こころの健康相談…臨床心理士
　　　　　　歯科相談…歯科衛生士　　栄養相談…栄養士
市民はどなたでも相談でき、予約することで待ち時間が軽減できます。

乳幼児健診・健康相談
問い合わせ…
健康増進課保健係
☎（55）5110
二本松保健センター
☎（55）5108
岩代保健センター
☎（65）2820
東和保健センター
☎（66）2499

育児教室

乳幼児健康診査

乳幼児健康相談

定例健康相談

健 康 と
　 育 児 の
ひ ろ ば
　 育 児 の

健康増進課予防係☎（５５）５10９

※ 乳幼児健康診査は「予約制」のため、事前に電話等でご予約ください。
※ 集団（４カ月・１歳６カ月児・３歳児）健診では、歯科・保健相談を行ってい

ます。歯科相談では希望があれば保護者の方の歯みがき支援も行っています。
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【７月】催事等のご案内　　　　※入場料等、詳しくはお問い合わせください。
開催日 会　場 催事等の内容 開始時間 問い合わせ
７日
（土）

市民交流
センター

夏の星空講座
「七夕と火星の魅力」 18：30 市民交流センター

☎（24）1215
８日
（日） 市民会館

NHK公開収録
「民謡魂　ふるさとの唄」 18：00 NHK福島放送局

☎024（526）4660
８日
（日） コンサー

トホール

ピアノ発表会 14：00 長峯
☎090（6781）6420

16日
（月·祝）

二本松第一中学校合唱部
演奏会 13：30 二本松一中合唱

部☎（23）0870
20日
（金） 市民交流

センター

街角の年金相談センター福島
「年金出張相談会」 10：00 年金相談センター

☎024（531）3838
21日
（土）

夏の星空講座
「観望会」 18：30 市民交流センター

☎（24）1215
22日
（日）

コンサー
トホール 出会いのコンサート2018 14：00 事務局（中野）

☎070（2038）7533
27日
（金）

市民交流
センター にほんまつマルシェ 16：00 市民交流センター

☎（24）1215
29日
（日）

東和文化
センター

二本松納涼寄席
「三遊亭白鳥・林家三平」落語会 15：00 東和文化センター

☎（46）4111

催

　
　し

未
来（
あ
し
た
）へ
の
道

１
０
０
０
ｋ
ｍ
縦
断
リ
レ
ー

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト

　

7
月
24
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で

の
15
日
間
、
青
森
か
ら
東
京
ま
で

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
縦
断

す
る
リ
レ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

復
興
へ
の
想
い
を「
た
す
き
」で
つ

な
ぐ
ラ
ン
ナ
ー
・
サ
イ
ク
リ
ス
ト

た
ち
へ
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
通
過
日　

８
月
２
日（
木
）

市
内
通
過
予
定
時
間

　

福
島
市
か
ら

　
　

↓（
県
道
）

　

安
達
支
所

　
　

↓
午
前
11
時
55
分
頃
通
過

　
　

↓（
本
町
通
り
）

　

二
本
松
市
役
所

　
　

↓
午
後
０
時
39
分
頃
通
過

　
　

↓（
国
道
４
号
）

　

大
玉
村
へ

※�
市
内
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
通
過
し

ま
す
。

※�

S
Ｎ
Ｓ
で「
#
１
０
０
０
km
リ

レ
ー
」を
付
け
た
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
募
集
中
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎（
62
）７
０
６
７

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

で『
ナ
イ
ト
プ
ー
ル
』を
開
催

　

昨
年
、
首
都
圏
で
話
題
と
な
っ

た
ナ
イ
ト
プ
ー
ル
を
、
二
本
松
し

ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
空
間
の

中
で
、
カ
メ
ラ
や
携
帯
端
末
な
ど

を
利
用
し
た
写
真
撮
影
も
楽
し
め

ま
す
。

開
催
日　

８
月
６
日（
月
）

　

午
後
５
時
～
９
時

場　

所

　

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

料　

金　

施
設
利
用
料
金
の
み

※
定
期
券
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

対　

象　

16
歳
以
上

※
16
歳
未
満
の
入
場
は
不
可
。

そ
の
他

・�

当
日
に
限
り
、
水
泳
帽
子
の
着

用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遊

泳
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・�

休
館
日
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

た
め
、
泳
ぐ
た
め
の
開
館
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・�

利
用
状
況
に
よ
り
、
入
場
制
限

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

　

☎（
24
）７
５
５
５

市民課窓口日曜サービス（本庁のみ）／毎週日曜日の８：30〜12：00までです。

二本松地域　福祉センター　７月５日（木）13：00〜15：00
安達地域　　安達公民館　　７月２日（月）10：00〜12：00
岩代地域　　新殿公民館　　７月５日（木）10：00〜12：00

無　料
人権・行政
相談所

市役所
　二本松市金色４０３-１
　☎（２３）１１１１
安達支所
　二本松市油井字濡石１-２
　☎（２３）１２２１
岩代支所
　二本松市小浜字北月山２７
　☎（５５）２１１１
東和支所
　二本松市針道字蔵下２２
　☎（４６）２１１１
市ウェブサイトアドレス
　http://www.city.
      　　 nihonmatsu.lg.jp/

お
知
ら
せ

inform
ation
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全
国
同
時
七
夕
講
演
会

「
夏
の
星
を
め
ぐ
る

 
〜
七
夕
伝
説
と
火
星
接
近
」

　

日
本
天
文
学
会
主
催
の「
全
国

同
時
七
夕
講
演
会
」の
一
環
と
し

て
実
施
し
ま
す
。
七
夕
伝
説
や
伝

統
的
な
七
夕
行
事
の
紹
介
、
15
年

ぶ
り
に
地
球
に
大
接
近
す
る
火
星

の
話
な
ど
を
詳
し
く
聞
い
た
後
、

実
際
に
星
空
を
眺
め
ま
す
。
ほ
ん

と
の
空
の
も
と
、
星
空
に
親
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

８
月
18
日（
土
）

　

午
後
６
時
～
８
時

会 　

場　

二
本
松
市
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
室

講 　

師　

郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学

館�

天
文
担
当
学
芸
員

　
　
　
　
　
　

安
藤　

享
平�

氏

参
加
条
件　

小
学
生
以
上

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

参
加
費　

無
料

申
込
期
間　

　

７
月
２
日（
月
）午
前
９
時

　
　

～
８
月
17
日（
金
）午
後
７
時

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎（
24
）１
２
１
５

ド
ン
ア
ル
マ
ス　

ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
開
催

　

日
本
舞
踊「
藤
蔭
流
」と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
公
演
で
話
題
を
呼

ん
で
い
る
注
目
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
ド
ン
ア
ル
マ
ス
」。
激
し
さ
と
哀

愁
を
併
せ
持
つ
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ギ

タ
ー
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
要
素

を
融
合
さ
せ
た「
物
語
の
あ
る
音

楽
」を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月
25
日（
土
）　

　

午
後
５
時
～

※
開
場
は
午
後
４
時
30
分

会　

場　

　

二
本
松
市
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料　

前
売
券
３
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券
３
５
０
０
円

※
全
席
自
由
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

　

花
の
ゆ
さ（
若
宮
２
-
１
５
２
－
3
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

藤
蔭
満
樹

　
☎
０
９
０（
２
６
０
８
）１
５
８
７

募

　
　
　集

二
本
松
の
提
灯
祭
り

　
　
　

露
店
出
店
者
募
集

　

提
灯
祭
り
の
露
店
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。
手
作
り
の
露
店
を
出

店
し
て
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

出
店
期
間

　

10
月
４
日（
木
）～
６
日（
土
）

出
店
場
所

・
松
岡
・
若
宮
通
り

・
駅
前
通
り

・
竹
田
・
根
崎
通
り

出
店
料

・
一
区
画
１
万
３
１
０
０
円

　
（�

道
路
使
用
申
請
料
、
設
備
運

営
費
等
）

・��

テ
ン
ト
は
、
一
張
３
千
円
で
お

貸
し
し
ま
す
。

・��

２
０
０
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
電
気

使
用
料
と
食
品
取
扱
申
請
料
は

別
途
料
金
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
出
店
説
明
会（
９

月
中
旬
に
開
催
予
定
）で
説
明

し
ま
す
。

※�

一
区
画
は
、
間
口
３
・
０
㍍
以

内
、
奥
行
２
・
７
㍍
程
度
で
す
。

出
店
資
格

　

暴
力
団
関
係
者
以
外
の
方

申
込
期
間

　

７
月
18
日（
水
）

　
　
　

～
８
月
３
日（
金
）

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出

店
を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

☎（
55
）５
１
０
２

菊
人
形
開
催
期
間
中
の

霞
ヶ
城
公
園
内
仮
設
売
店

設
置
者
募
集

設
置
期
間

　

10
月
上
旬
～
11
月
下
旬

設
置
場
所　

県
立
霞
ヶ
城
公
園
内

※
場
所
は
申
し
込
み
後
に
提
示
。

※
従
前
と
変
わ
る
場
合
あ
り
。

募
集
区
画
数　

３
区
画

店
舗
の
内
容
・
規
模

　

飲
食
店
等
、
原
則
と
し
て
間
口

12
㍍
以
内
、
奥
行
６
㍍
以
内
。

使 

用
料　

店
舗
の
使
用
面
積
１
㎡

当
た
り
月
額
１
３
０
円

出
店
資
格

・��

市
内
に
３
年
以
上
お
住
ま
い
の
方

・��

市
税
等
の
滞
納
の
な
い
方

・��

申
請
人
自
ら
営
業
に
従
事
さ
れ
る
方

申
込
期
間　

７
月
17
日（
火
）

　

～
８
月
10
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
し
込
み
方
法

　

都
市
計
画
課
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
で
お
申
し
込
み
だ
さ
い
。

そ 

の
他　

仮
設
売
店
の
設
置
が
許

可
さ
れ
、
仮
設
店
舗
の
設
置
の

際
に
は
、
建
築
確
認
の
申
請
を

行
い
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

　

☎（
55
）５
１
３
０

二本松市シルバー人材センター入会説明会
７月10日（火）　13：30〜15：00　　会場 二本松市シルバー人材センター（若宮２-69）☎（23）5099

福島平野斎場
大 山 斎 場
東 和 斎 場

ほうりん斎場
ほうりん法要ホール

15－1

2－286－1

1－4
19－7
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第
21
回
二
本
松
市
民
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
団

体
募
集

　

市
内
の
小
中
高
の
児
童
生
徒
お

よ
び
一
般
の
音
楽
団
体
が
集
い
、

出
演
者
と
聴
衆
が
一
体
と
な
っ
て

楽
し
め
る
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
を
希
望

す
る
場
合
は
、
次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

11
月
11
日（
日
）

　

開
演
は
午
前
10
時
か
ら

会　

場　

二
本
松
市
民
会
館

出 

演
資
格　
市
内
各
学
校（
小
中
高
）

の
児
童
生
徒
お
よ
び
一
般
団
体

演 

奏
種
目　

合
唱
、
器
楽（
合
奏
・

吹
奏
楽
・
鼓
笛
・
邦
楽
・
雅
楽
・

そ
の
他
）

演
奏
曲
目　

自
由

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

７
月
20
日（
金
）

申 

し
込
み
方
法　

所
定
の
様
式
を

文
化
課
か
ら
受
け
取
る
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

文
化
課
文
化
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
５
４

『
二
本
松
市
発
明
く
ふ
う
展
』

作
品
募
集

　
「
身
近
に
あ
っ
た
ら
便
利
！
」

「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
面
白

い
！
」と
い
う
ひ
ら
め
き
を
形
に

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
自
由
な
ア
イ
デ
ア
作
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
資
格

一
般
の
部

　
�

市
内
在
住
の
個
人
、
市
内
の
企

業
・
事
業
所
等
お
よ
び
、
そ
の

事
業
所
等
に
勤
務
す
る
方

児
童
・
生
徒
の
部

　

�

市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童

ま
た
は
生
徒

募
集
作
品

一
般
の
部

・�

産
業
上
有
益
な
新
製
品
ま
た
は

試
作
品

・�

日
常
生
活
に
お
い
て
有
益
な
考

案
作
品（
実
物
ま
た
は
模
型
）

・�

最
近
登
録
さ
れ
た
特
許
・
実
用

新
案
・
意
匠
ま
た
は
出
願
中
の

作
品

・�

会
社
等
の
法
人
、
個
人
ま
た
は

共
同
に
よ
る
発
明
お
よ
び
考
案

※
出
品
は
一
人
２
点
ま
で
。

※�

作
品
の
大
き
さ
は
、
縦
・
横
・

高
さ
と
も
に
１
㍍
以
内
、
重
量

は
20
㎏
以
内
と
し
、
こ
の
制
限

を
超
え
た
大
き
さ
、
重
量
の
作

品
を
出
品
し
た
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
・
生
徒
の
部

・�

児
童
・
生
徒
が
作
っ
た
も
の
に

限
り
ま
す（
共
同
作
品
は
３
人

以
内
と
し
ま
す
）。

・�

単
な
る
模
型
、
壊
れ
や
す
い
も

の
、
図
面
だ
け
の
も
の
、
過
去

に
二
本
松
市
発
明
く
ふ
う
展
お

よ
び
福
島
県
発
明
展
に
出
品
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
対
象
外
。

※�

著
作
権
が
存
続
し
て
い
る
著
作

物（
音
楽
、
イ
ラ
ス
ト
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
等
）を
使
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
事
前
に
著
作
者
の

承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

作
品
の
大
き
さ
は
、
縦
・
横
・
高

さ
と
も
に
１
㍍
以
内
、
重
量
は
20

㎏
以
内
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
出
品
は
一
人
２
点
ま
で
と
し
、

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
出
品

作
品
も
含
む
。

募
集
期
間　

８
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
９
月
３
日（
月
）

申 

し
込
み
方
法　

所
定
の
出
品
申

込
書（
市
役
所
２
階
商
工
課
で

配
布
）に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

異
臭
の
す
る
も
の
、
不
衛
生
な

も
の
、
危
険
物
、
そ
の
他
公
序

良
俗
に
反
す
る
も
の
は
対
象
外

で
す
。

※�

特
許
、
実
用
新
案
等
の
公
開
・

公
告
・
登
録
を
受
け
、
権
利
存

続
中
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
公

報
を
出
品
申
込
書
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
願
中
の

作
品
は
、
願
書
等
の
写
し
を
出

品
申
込
書
に
添
付
し
て
下
さ
い
。

※�

児
童
・
生
徒
の
部
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
取
り
ま
と
め
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

・�

優
秀
作
品
は
、
第
64
回
福
島
県

発
明
展
に
推
薦
し
ま
す
。

・�

応
募
し
た
方
全
員
に
参
加
賞
を

進
呈
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

商
工
課
商
工
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
２
０

二本松市奥岳温泉
あだたら高原リゾート

TEL 0243-24-2141
http://www.adatara-resort.com

絶景の露天風呂

《あだたら山奥岳の湯》
●営業時間　10時～17時（年中無休）※メンテナンスによる休業日あり
　　　　　　　４月21日～11月４日は20時まで
●料　　金　大人 600円　小人 400円

夏の高原を楽しむ！ロープウェイで空中散歩
《あだたら山ロープウェイ》
◆営業期間
　 平成30年11月４日㈰まで毎日運行

◆営業時間
　 ８時30分～16時30分
　 （上り最終15：50／下り最終16：20）

◆料　金　片道　大人1,000円・小人　750円
　 　　　　往復　大人1,700円・小人1,300円

募

　
　
　集
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安達地方広域行政組合職員（平成31年度採用）
 を募集します
　　安達地方広域行政組合職員を採用するための候補者試験を次により行います。

試験職種（採用予定人員）
職　種 採用予定人員 受験資格 学歴免許等

消防職 ５人程度 平成５年４月２日
以降に生まれた方

・ 高等学校の卒業者または、平成31年３月末までに卒
業見込みの者

・ 普通自動車運転免許（ＡＴ限定免許を除く）の取得者
または取得見込みの者

一般職 １人 昭 和63年 ４ 月 ２ 日
以降に生まれた方

・ 高等学校の卒業者または、平成31年３月末までに卒
業見込みの者

・ 普通自動車運転免許の取得者または取得見込みの者

主な職務
　消防職�…��消防本部、消防署および出張所に勤務し、

主として火災・風水害・救急等現場におけ
る活動に従事します。

　一般職�…��もとみやクリーンセンター、あだたら環境
共生センターに勤務し、主として施設の運
営・管理および関連事務処理に従事します。

受付期間　７月11日（水）～８月10日（金）
　　　　　※執務時間中に限ります。
　　　　　※郵送の場合は８月10日必着。
申込用紙請求　�６月20日・正午より、下記受付場所で配

布しています。
　　　　　　　※ホームページからのダウンロードも可能です。
そ の 他　第１次試験は、９月16日（日）に二本松市立安達中学校で行います。
　　　　　　　◎問い合わせ・受付場所�〒964︲0912　二本松市上竹2︲172（あだたら環境共生センター内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　安達地方広域行政組合事務局☎（22）1101

自
衛
官
募
集

種　目 募集人員 資　格 受　付 試験日

航空
学生

海上約80名（女子若干名） 海上：18歳以上23歳未満
航空：18歳以上21歳未満 ７月１日

～

９月７日

１次：９/17
２次：10/15～10/21
３次：11/17～12/20航空約70名（男女区分なし）

一般曹
候補生

陸上・海上・航空男子

18歳以上27歳未満

１次：９/21～９/23
２次：10/12～10/17陸上・海上・航空女子

自衛官
候補生

陸上・海上・航空男子 随時 受付時にお知らせ陸上・海上・航空女子
※募集人員等、詳しくは下記までお問い合わせください。
◎問い合わせ�自衛隊福島募集案内所☎024（545）7995または生活環境課・各支所地域振興課

ホームページをどうぞご覧下さい。
URL http://www.satou-gumi.co.jp

住んでみませんか！
ご連絡お待ちしております。

▶▶ 入居キャンペーン中 ◀◀

低 家 賃 宣 言

株式
会社 佐藤組
二本松市表1丁目552 -7

TEL 22－8558

安心快適賃貸！

相続/遺言無料相談会
◇８月１日（水）午後６時～８時

◇二本松市勤労者研修センター２階（郭内北小隣り）

◎電話で石川までご予約ください。◎相続遺言に係る文書作成に関する
相談会です。　◎守秘義務を守りますので安心してご相談下さい。

行政書士  石川晃雄（☎23-4460　原セ諏訪236）
行政書士  佐藤直人（☎23-5980　油井字前作171）

相 続 サ ポ ー ト あ だ ち
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　　 国民年金保険料のお支払いが困難なときは…
　国民年金第１号被保険者の方で、経済的な理由等
で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、
保険料の全額または一部（３/４、半額、１/４）が免
除となる「国民年金保険料免除・納付猶予制度」があ
ります。
　免除・納付猶予は１年度ごとに申請し、前年の所
得を基準に審査され（右表参照）、申請が却下になる
こともあります。
　免除・納付猶予の申請は、申請時点の月から２年
１カ月前の月までさかのぼって申請できます。過去
期間の申請はお早めにお願いします。
※�免除・納付猶予は７月から翌年６月まで、学生納付
特例は４月から翌年３月までで１年度となります。
※平成28年６月分の申請期限は７月31日です。

注意点
・�免除・納付猶予された期間は、10年以内であれば納付（追納）することが可能です。
・�一部免除については、減額された保険料を後日納付しないと、未納期間として扱われます。
・保険料未納期間があると、障害基礎年金・遺族基礎年金が受けられない場合があります。
・��申請者・配偶者・世帯主のいずれかが失業したことにより免除申請を希望する場合、雇用保険受給資格者証
または雇用保険被保険者離職票等の写しを添付することにより、失業した方の前年所得は審査されません。
・��所得状況が確認できないと、免除申請を受け付けできないことがありますので、所得の申告は速やかにしてください。
・��申請する年度の前年度の１月１日時点で他市町村に住んでいた方は、前住所地の役場で発行された申請年度
の所得証明書等が必要となる場合があります。

納付猶予制度の拡大について
　平成28年７月より、納付猶予制度の対象者が50歳未満までに拡大されました（さかのぼっての適用は不可）。

20歳になる前の障がいにより、障害基礎年金を受けている方へ
　20歳前の病気やけがにより障害基礎年金を受けている方には、日本年金機構より「所得状況届」が郵送されま
す。届いた方は必要事項を記入の上、７月末までに国保年金課または各支所地域振興課まで提出してください
（郵送可）。また診断書が届いた方は、７月中に病院を受診し、記入されたものを提出してください。
※所得状況届や診断書の提出が遅れますと、年金の支給が停止することがありますのでご注意ください。

 ◎問い合わせ�東北福島年金事務所☎024（535）0141 または 国保年金課国保年金係☎（55）5106

基準となる前年所得
※�本人・配偶者・世帯主それぞれの所得が下記の基準以下で
あれば、承認されます。

全額免除 35万円×（扶養親族の数＋１）
　＋22万円（扶養無しのときは57万円）

３/ ４免除 78万円＋扶養親族等控除額
　＋社会保険料控除額等

半額免除 118万円＋扶養親族等控除額
　＋社会保険料控除額等

１/ ４免除 158万円＋扶養親族等控除額
　＋社会保険料控除額等

納付猶予

35万円×（扶養親族の数＋１）
　＋22万円（扶養無しのときは57万円）
※�申請者本人と申請者の配偶者の両方が上
記の基準以下であれば猶予されます。

年 金

ヤマニ建設株式会社
YAMANI 〒964-0994 福島県二本松市南町225 TEL 0243-23-1409㈹ FAX 0243-23-1410

ホームページ http://www.yamani-1971.com/ E-mailアドレス info@yamani-1971.com

二本松市立とうわこども園

◆第32回福島県建築文化賞
　　　  優秀賞受賞
◆第36回東北建築賞
　　　作品賞受賞

厚生労働大臣許可 有料職業紹介事業07-ユ-300181
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教
室
・
講
座

市
民
文
化
講
座

基
本
の
速
読
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
座

　

読
書
が
苦
手
な
方
か
ら
多
く
の

本
を
読
ま
れ
て
い
る
方
ま
で
、
楽

し
く
集
中
し
て
参
加
で
き
る
講
座

で
す
。
基
本
を
つ
か
み
、
こ
れ
か

ら
の
読
書
、
仕
事
、
学
習
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

８
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

安
達
公
民
館

内 　

容　

本
を「
読
む
力
」「
理
解

す
る
力
」を
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
習
得
し
ま
す
。

講 　

師　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ズ
代
表　

今
村　

洋
一�

氏

対 

象
者　

中
学
生
以
上
の
方
で
、

市
内
在
住
、
在
勤
者

定　

員　

60
人（
先
着
順
）

受
講
料　

５
０
０
円

申
込
期
間　

　

７
月
２
日（
月
）～
31
日（
火
）

申 

し
込
み
方
法　

各
公
民
館
、
図

書
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
上
、
安
達
公
民
館
窓

口
に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
各
公
民
館
に
掲
示

し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

安
達
公
民
館

　

☎（
23
）３
７
２
１

　

Fax（
23
）８
２
０
３

市
民
講
座

転
ば
ぬ
先
の
食
養
生

〜 

い
き
い
き
と
食
べ
、
い
き

い
き
と
生
き
る
た
め
に
〜

　
「
食
べ
る
こ
と
」に
つ
い
て
、

も
っ
と
深
く
知
り
た
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
人
生
１
０
０
年
時
代
、

「
何
を
食
べ
る
か
」に
加
え
て
、「
ど

の
よ
う
に
食
べ
る
か
」と
い
う
知

識
も
と
て
も
重
要
で
す
。

　

長
年
、
高
齢
者
の
食
事
や
栄
養

補
助
食
品
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ

て
き
た
講
師
が
、
皆
さ
ん
の
疑

問
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
程
・
内
容（
全
４
回
）

①
７
月
24
日（
火
）

　

ウ
ェ
ル
”噛
む
”
！

　

|�

か
め
ば
か
む
ほ
ど

　
　
　
　

長
生
き
で
き
る
？�

|

②
８
月
21
日（
火
）

　

�

ゆ
っ
く
り
、
や
さ
し
く
飲
み
込

ん
で
ま
す
か
？

　

|�

安
全
な
嚥
下
と
は�

|

③
９
月
20
日（
木
）

　

�

と
に
か
く
人
生
は
ホ
ネ
が
折
れ

る
|�

骨
を
大
切
に�

|

④
10
月
30
日（
火
）

　

�

足
り
て
ま
す
か
？

　

|��

正
し
い
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
補
給�

|

時　

間

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

二
本
松
中
央
公
民
館

　
　
　
（
二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー
）

受
講
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定　

員　

30
人

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

受
講
料　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
初
回
納
入
）

講　

師

　

桜
の
聖
母
短
期
大
学
教
授
保
健

学
博
士
、
NR
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　
　

渡
部　

誠�

氏

申
し
込
み
方
法

　

各
公
民
館
・
図
書
館
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
二

本
松
中
央
公
民
館
・
各
公
民
館
窓

口
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
に

講
座
名
を
入
れ
、
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
き
込
み
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
け

付
け
完
了
の
返
信
が
な
い
場
合
は
、

恐
れ
入
り
ま
す
が
ご
連
絡
願
い
ま

す
。

申
込
期
限　

７
月
12
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館

　

☎（
23
）５
１
２
１

　

Fax（
22
）７
１
７
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

shogaigakushu@
city.

　

nihonm
atsu.lg.jp

※ＦⅠ、ＦⅡ開催情報はあだたらホームページでご確認ください

2018年７月オートレース開催日程

２～５浜松オート
6/27～1 ムーンライト チャンピオンカップＧⅠ（伊勢崎）

６～９伊勢崎オート
７ ～10 川口オート
12 ～16 小林啓二杯ＧⅡ（山陽）

17～20 川口オート
21～24 飯塚オート
21～24 伊勢崎オート

30～8/2 飯塚オート
25～29 キューポラ杯ＧⅠ（川口）

2018年７月 競輪開催日程
14～16
㈯ 　㈪

0243-53-2267☎

●競輪場外車券売場

サテライトあだたら

入場ポイント２倍！
５と０の付く日は

詳しくはサテライトあだたらホームページ♪

③

① 月曜・水曜・金曜
　  ナイター未確定車券3,000円分で
　 景品プレゼント
② 水曜・日曜 ウェルカムドリンク

お得情報

オートレース初心者講習会
随時開催

オートレース初心者講習会
随時開催

6/28～１
㈭　㈰

宇都宮記念
［GⅢ］ ［GⅢ］

５～８
㈭　㈰

小松島記念
［GⅢ］
福井記念21～24

㈯　㈫ ［GⅢ］
弥彦記念28～31

㈯　㈫

サマーナイトフェスティバルＧⅡ（松戸）
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教
室
・
講
座

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー

ル
健
康
づ
く
り
教
室

　

体
力
の
向
上
や
健
康
増
進
の
た

め
、
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期　

間　

７
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　

～
９
月
28
日（
金
）

※�

今
回
の
教
室
は
、
プ
ー
ル
内
で

は
な
く
多
目
的
室
を
使
っ
た
教

室
の
み
で
、
開
催
曜
日
や
時
間

は
左
記
の
と
お
り
。

※�

８
月
の
第
３
週（
８
月
13
日
か

ら
17
日
）は
、
お
盆
期
間
の
た

め
休
み
。

教
室
名
・
開
催
曜
日

・
お
気
軽
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

　
　

…
毎
週
水
曜
日

・
お
気
軽
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　

…
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日

開
催
時
間（
各
回
共
通
）

　

午
後
６
時
45
分

　
　
　
　

～
７
時
15
分（
30
分
間
）

受 

講
料　

プ
ー
ル
利
用
料
金
の
み

で
参
加
で
き
ま
す
。

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者
、

ま
た
は
市
内
に
在
学
中
の
方

参 

加
方
法　

当
日
会
場
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

そ 

の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の

教
室
と
は
別
に
、
城
山
プ
ー
ル

の
指
定
管
理
者
に
よ
る
自
主
事

業
の
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程
等
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
し
ん
き
ん
城
山
プ
ー
ル

　

☎（
24
）７
５
５
５

刈
り
払
い
機
＆
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
取
り
扱
い
初
心
者
教
室

　

刈
り
払
い
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
用
し
て
み
た
い
け
れ
ど
、「
使

い
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
う
ま

く
使
い
こ
な
せ
な
い
」と
い
う
方

の
た
め
の
教
室
で
す
。

日　

時　

７
月
13
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

※
雨
天
中
止

会 　

場　

市
民
の
森（
ス
カ
イ
ピ

ア
あ
だ
た
ら
内
）

※�

旧
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
前
集
合
で
、
車
は
ス
カ
イ

ピ
ア
大
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

内 　

容　

刈
り
払
い
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
安
全
な
使
い
方
や
手

入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て
、
初
心

者
の
方
へ
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
実
習
も
行
い
ま
す
。

※�

ご
自
分
の
機
械
を
持
参
し
て
の

参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
費　

無
料

服 　

装　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

靴
、
手
袋
、
タ
オ
ル（
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
市
で
準
備
し
ま
す
。）

申
込
期
限　

７
月
11
日（
水
）

そ 

の
他　

二
本
松
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
よ
り
豚
汁
の
振

る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

親
子
木
工
教
室
＆
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

　

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、

木
工
玩
具
づ
く
り
や
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
体
験（
木
登
り
）に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ぞ
れ
ベ

テ
ラ
ン
の
先
生
が
お
り
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

時

【
第
１
回
】

　

木
工
教
室
の
み

　

７
月
26
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

【
第
２
回
】

　

木
工
教
室

　
　

＆
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　

８
月
８
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※�

第
２
回
の
開
催
は
、
午
前
に

木
工
教
室
を
行
い
、
午
後
に

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行

う
班
と
、
そ
の
逆
の
順
番
で

行
う
班
の
２
班
編
成
と
な
り
、

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
各

回
10
人
ま
で
と
な
り
ま
す
。

会 　

場　

市
民
の
森（
ス
カ
イ
ピ

ア
あ
だ
た
ら
内
）

※�

旧
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
前
集
合
で
、
車
は
ス
カ
イ

ピ
ア
大
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※�

雨
天
の
場
合
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
体
験
会
は
中
止
。
木

工
教
室
の
み
あ
だ
た
ら
体
育
館

で
実
施
し
ま
す
。

内　

容　

・
木�

工
教
室
…
竹
と
ん
ぼ
や
コ
マ
、

弓
矢
な
ど
を
選
ん
で
作
り
ま

山岡行政書士事務所
随 時 無 料 相 談

○遺産相続　○遺 言　　  ○成年後見
○離 婚　　  ○農地転用　○その他

〒964-0868　二本松市舘野一丁目365 番地１
行政書士　山 岡　憲 夫

TEL0243-22-1617（杉の子保育園内）（携）080-6975-5121

（※出張相談にも応じます）

畳のことなら
お任せください

狩 野 
店 畳 

替メニュー（税別）

二本松市原セ大畑250-1 TEL/FAX

■障子、アミ戸（欄間サイズ）　500円～
■ふすま（1枚）　　　　　　 2,600円～
■畳替え（1枚）　　　　　 　5,000円～

0243-23-7945
携 帯 090-4888-1032

ガラス修理、雨どい修理、ペアガラス設置、床修理、
クロス、カーテン、カビ対策アドバイス など

～絨毯（じゅうたん）の除菌もしております～
そ の 他
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す
。

・
ツ�

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
…

ロ
ー
プ
を
使
用
し
、
自
力
で

木
に
登
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

定　

員　

各
回
親
子
15
組
30
人

※
先
着
順

服
装
・
持
参
物

　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
等

申
込
期
限

　
【
第
１
回
】
…
７
月
20
日（
金
）

　
【
第
２
回
】
…
７
月
30
日（
月
）

そ 

の
他　

二
本
松
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
よ
り
豚
汁
の
振

る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

農
林
課
農
地
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
１
８

税

三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅
を

取
得
し
た
場
合
の
不
動
産
取

得
税
の
特
例
措
置

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

三
世
代
以
上
の
方
が
同
居
ま
た
は

近
居
す
る
住
宅
を
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

申
請
に
よ
り
特
例
措
置
に
よ
る
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税

　

第
一
課
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）２
６
９
４

そ

　の

　他

二
本
松
城
跡
第
二
十
五
次
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

二
本
松
城
跡
前
の
東
邦
ゴ
ム
工

場
跡
地
に
お
い
て
、
６
月
末
よ
り

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
観
光
交
流
拠
点
施
設
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
昨
年
の
試

掘
調
査
で
は
、
侍
屋
敷
の
礎
石
や

漆
塗
碗
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
期
に
は
丹
羽
図
書
の
屋
敷

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お

り
、
丹
羽
家
に
仕
え
た
重
臣
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
明
ら
か
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

調
査
期
間

　

10
月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
す
。

※�

調
査
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

文
化
課
文
化
振
興
係

　

☎（
55
）５
１
５
４

福
島
県
企
業
内
保
育
所
整
備

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
企
業
が
従
業
員

の
子
ど
も
を
預
か
る
保
育
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
実
現

し
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
企
業
内
保
育
所
を
整

備
す
る
企
業
に
対
し
て
、
整
備
費

を
補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
島
県
商
工
労
働

部
雇
用
労
政
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
福
島
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
８
９

調査地全景（南側より撮影）

福島県立二本松工業高等学校

同窓会総会のご案内
日　　時：平成30年７月21日（土）　18：00～
会　　場：二本松御苑　　会　費：3,000円
申込方法：事務局までお電話等でお申し込みください。
申込期限：７月13日（金）

お気軽にご出席ください。
◆問合・申込…福島県立二本松工業高等学校同窓会事務局

学研わくわく教室 ☎22-6817 または　090‒6620‒7380

学研教室

★教室検索画面で、
　わくわく教室の詳細が見られます。

空気の力で
ロケットが
飛ぶよ！

「大気圧のふしぎを体験しよう！」
参加費　1,080円　（小学生対象）

検索 ➡

夏休みの宿題は学研教室に お・ま・か・せ！!

お申し込み
受付中！
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労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
職

場
の
中
で
起
き
て
い
る
賃
金
未
払

い
や
退
職
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
、

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困

り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
方
法

　

平
日
の
面
談
や
電
話
で
の
相
談

の
他
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー

ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ･･･

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（ 

福
島
市
中
町
・
自
治
会
館
４
階
）

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
４

　

Fax
０
２
４（
５
２
１
）７
５
９
６

　

E
メ
ー
ル

　

roudousoudan@

　

pref.fukushim
a.lg.jp

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

対
象
者

・�

平
成
31
年
３
月
に
大
学
や
専
修

学
校
等
を
新
規
卒
業
予
定
の
方

・�

平
成
28
年
３
月
以
降
に
大
学
等

を
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方

開
催
日　

８
月
９
日（
木
）

実
施
内
容

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　
　

午
前
10
時
～
11
時
40
分

・
合
同
就
職
面
接
会

　
　

午
後
１
時
～
４
時

会　

場

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

主 　

催　

厚
生
労
働
省
福
島
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③  飲料水（水道水）の
放射性物質モニタ
リング検査結果

② 自家消費用農産物の放射性物質測定結果（市独自）
　市放射性物質測定センターなどで測定した作物のうち、特に検査数の多かった４種類の作物の
測定結果です。この測定結果は、放射性物質を市独自に測定した数値であり、出荷あるいは販
売等の目安となる数値ではありません。（測定年月日：平成30年５月１日～31日・単位：Bq/kg）

　水道・簡易水道では
週に１回の放射性物質
モニタリング検査を行っ
ています。平成30年６
月６日採水分までの検
査結果において、放射
性物質は未検出（検出
限界値以下）でした。
※ ゲルマニウム半導体

検出器の検出限界値
はおおむね１Bqと
なっています。

◎問い合わせ…
①  除染推進課調査推

進係☎（22）1580
②  市放射性物質測定

センター
　 ☎（55）5160
③ 水道課水道業務係
　 ☎（55）5137

（測定日：６月８日）

品名 測定
件数

不検
出数 検出数 基準値超数

（100Bq/kg）
セシウム

最小値 最大値
タケノコ 88件 46件 42件 11件 20.00 278.00

フキ 40件 39件 1件 0件 99.00
キャベツ 27件 27件 0件 0件 不検出

タケノコ（茹で） 24件 19件 5件 0件 26.00 53.00

測定地点 H30 H29
二本松市役所 0.14 0.16
二本松住民センター 0.12 0.12
塩沢住民センター 0.09 0.09
岳下住民センター 0.13 0.15
杉田住民センター 0.13 0.15
石井住民センター 0.10 0.11
大平住民センター 0.17 0.19

測定地点 H30 H29
あだたら体育館 0.08 0.08
安達支所 0.09 0.09
渋川住民センター 0.15 0.15
上川崎住民センター 0.18 0.18
下川崎住民センター 0.15 0.15
岩代支所 0.11 0.13
新殿住民センター 0.12 0.12
旭住民センター 0.11 0.11

測定地点 H30 H29
田沢集会所 0.08 0.09
田沢（曲山集会所） 0.13 0.14
初森（初森老人憩いの家）0.10 0.11
東和支所 0.12 0.13
木幡住民センター 0.11 0.12
太田住民センター 0.11 0.11
戸沢住民センター 0.14 0.15
戸沢（熊野谷集会所）0.13 0.13

① 市内の環境放射線量測定値

※ 左表はセシウムの合計値（セシウム134＋
セシウム137）のみの公表となっています。

※ 検出限界値は、測定物の重量や密度
により測定物毎に異なります。検出限
界値未満のものを不検出としています。

※ 基準値（100Bq/kg）を超えたタケノコ11
件は自家消費用であり、流通していませ
ん。なお二本松市産のタケノコは、出荷
が制限されています。

緊急情報メール配信サービス
次のような災害などが発生した場合、市では緊急情報
メールを配信しています。登録方法など詳しくは、市
ウェブサイトをご覧ください。
　災害情報�河川氾濫、避難所開設情報など
　環境情報�光化学スモッグやクマ出没情報
　生活情報�道路（通行止め）・断水情報など
　防犯情報�不審者情報など

◎問い合わせ�秘書広報課秘書広報係☎（55）5096

ペット葬祭・ペット霊園・ドッグランペット葬祭・ペット霊園・ドッグラン

メモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパーク

東山霊園入り口手前 500m

お気軽に
ご見学ください

TEL 024（965）1870
http://www.ale.ne.jp/̃memorial-petpark　メールアドレス memorial-petpark＠ale.ne.jp

メモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパークメモリアル・ペットパーク

か 9：00～17：00　〒963-0722 郡山市田村町小川字戸ノ内216-1

そ

　の

　他
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『13歳からの絵本ガイド
　　－YAのための100冊－』
金原 瑞人/ひこ・田中監修

（西村書店東京出版編集部）
絵本は小さい子が読むもの…。
そう思っている方も多いのでは
ないでしょうか。10代だからこ
そ読んでほしい、YA（ワイエー）
絵本のブックガイドです。

『世界一おもしろい国旗の本』
ロバート・G・フレッソン/著
小林玲子/訳（河出書房新社）
「なぜアメリカの国旗には星がた
くさん描いてあるの？」「日本の
国旗の意味ってなんだろう？」こ
の本で世界中の国旗の歴史につ
いて楽しく学んでみませんか？

６月の
市内商品価格
（お買い物の目安に）

◎問い合わせ�
　生活環境課市民生活係
　☎（55）5102

◎問い合わせ�安達地方広域行政組合　消防本部・北消防署☎（22）1211

図書館だより
今月は岩代図書館の新着本をご紹介します。

品　目 規　格 今月調査
平均価格（円）

５月調査
平均価格（円）

対５月比
（％）

塩さけ 甘塩切身100g 174 169 2.9
キャベツ１kg 140 178 ▲�21.3
豚肉 もも肉中100g 186 187 ▲�0.5
鶏卵 Mサイズ１パック10個入り 189 187 1.0
みそ 赤みそ１kg 333 345 ▲�3.4
砂糖 上白糖ポリ袋１kg入り 227 224 1.3
灯油 白灯油18L（配達） 1,670 1,624 2.8
LPG 家庭用10m3使用価格 7,945 7,852 1.1

二本松図書館　☎（23）5082
休 館日　７月２日（月）、９日（月）、17日（火）、23日（月）、
　　　　30日（月）、31日（火）
えほんフェスティバルを開催します！
　日　時　７月８日（日）　10：00～12：00
　場　所　二本松図書館
　内　容　�絵本の展示・紹介・読み聞かせや、パネルシ

アター・エプロンシアターの他、体験コー
ナーでは、寝相アートや工作、七夕飾り作り
など

岩代図書館　☎（55）3255
休 館日　７月２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）、
　　　　30日（月）、31日（火）
七夕おはなし会
　日　時　７月７日（土）　10：00～11：00
　場　所　岩代図書館、旭公民館
　内　容　ゲーム、おはなし、つくってあそぼう�など
　※対象は幼児から小学生ですが、ご家族皆さんでお楽しみください。

消費生活に関するさまざまなトラブルに対して、市では
専門の相談員を配置し、解決のためのサポートを行なっ
ています。お気軽にご相談ください。
相 談 日　月曜から金曜（祝日および年末年始は除く）
相談場所　市役所本庁１階（生活環境課前）
受付時間　午前の部：９：00～12：00
　　　　　午後の部：13：00～15：00

消費生活
　　センター
◎問い合わせ�
　消費生活センター
　☎（24）7200

花火による事故に注意しよう！！
夏は家族や友人と花火をする機会が多くなります。
次のポイントに注意し、安全に楽しみましょう。

①�風の強いときは花火遊びをしない。
②�子どもだけで遊ばせない。
③�花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守る。
④�花火を人に向けたり、燃えやすい物の近くで遊ばない。
⑤�水バケツを用意し、遊び終わった花火を水につける。
⑥�点火するとき、筒先に顔や手を出さない。
⑦�打ち上げなどの花火は、火が消えても中をのぞかない。

Nihonmatsu City Public Library
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02　藩校「敬学舘」跡が確認されました

　　 二本松少年隊士たちも通った、藩校「敬学舘」の所在が明らかに
平成28年度に、藩校「敬学舘」が所在していたことが予想される場所の
試掘調査を実施しました。この場所は、昭和63(1988)年頃まで簡易裁判
所と検察庁があり、現在は砂利敷きの駐車場となっている場所で、江
戸時代の絵図面では“学校”あるいは�“学館”と記されていました。
調査結果
北東�側…東西17.2ｍ、南北8.7ｍの建造物が確認され、通常の侍屋敷に比
べて灯明具が大量に出土しました。灯明具を多く用いる施設とし
て「学校」はふさわしいと考えられることから、絵図面で示された
「学校」、いわゆる“校舎”の跡である思われます。

南側�…この建物の南側には“つくばい”と“池”が検出され、茶道具である
碗が出土したことから、茶室を備えた庭園があったとみられます。

南西�側…蔵跡が東西に並んで２棟が発見されました。絵図でも２棟の「武
器蔵」が描かれており、今回発見された蔵跡も同じ機能をもつものか
もしれません。

その�他…箕輪門前の通路幅が再確認されたことも大きな成果です。箕輪門下を流れる二合田用水と平行す
る石列や溝跡が検出され、この石列の南北で整地土層の違いが確認され、二合田用水の水路壁から計
測すると通路幅は16.2ｍ（９間）、東西の延長は約55ｍ確認することができました。

以上のことから、藩校「敬学舘」が記録どおりの設備を備えたものであったことが明らかとなり、また城跡
正面にふさわしい空間が確保されていたことが再確認されました。詳しくは、二本松城跡のウェブサイト
をご覧ください。 ◎問い合わせ�文化課文化振興係☎（55）5154

▲ 赤枠部分が今回の調査位置（図は丹羽家
所蔵の二本松御城郭全図）

　二本松を代表する秋のイベント「二本松の菊人
形」。このイベントの魅力を全国に発信するとと
もに、二本松のPRをしてくれる『菊むすめ』の選
考会が６月９日に行われ、４人の方が選ばれまし
た。選ばれた方々をご紹介します。

03　第64回二本松の菊人形「菊むすめ」

　　 二本松の魅力を全国へPR

　　　　　　　　　　　　　　　　≪①趣味�②抱負≫
溝
みぞ

井
い

　茜
あか

梨
り

さん（向原）
　　�①野球観戦②好きなことや興味をもったことに

積極的に参加することができる長所を生かし、
世界に向けて菊人形をアピールしていきたい。

齋
さい

藤
とう

　美
み

咲
さき

さん（油井）
　　�①温泉巡り②菊人形のほかにも、温泉や桜、祭

りなどの二本松の素晴らしさを、改めて自分で
発見しながらPRしていきたい。

佐
さ

藤
とう

　真
ま

莉
り

子
こ
さん（茶園）

　　�①食べ歩き②たくさんのイベントに参加し、楽
しみながらも、最後まで責任をもって二本松を
発信していきたい。

国
こく

分
ぶん

　ゆうかさん（下長折）
　　�①映画鑑賞②二本松の魅力を最大限に伝えてい

けるように、活動していきたい。 写真左から、溝井さん、齋藤さん、佐藤さん、国分さん
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市では今年度より、市内在住の３歳児全員を対象に、無料
で絵本を配布しています。子どもから大人まで、家族読書
に親しむきっかけとして活用してください。

配布対象者　市内在住の３歳児
　　　　　　（平成27年４月２日～平成28年４月１日生まれの方）

今年度配布する絵本　
　『そらまめくんのベッド』　なかや�みわ／作・絵（福音館書店）
　※「家族読書」おススメ図書１００選にも選ばれています。

配布期間　６月20日（水）～平成３１年３月３１日（日）
配布場所　二本松図書館、岩代図書館、安達公民館、東和公民館（計４カ所）
配布方法　�対象となる３歳児の保護者宛てに通知と「絵本引換券」を送付しますので、配布期間内にいずれ

かの図書館または公民館で絵本を受け取ってください。
その他　�３歳児健康診査時の待ち時間を利用した絵本の読み聞かせや、保護者向けの図書館・図書室の利

用案内は引き続き実施します。
◎問い合わせ�生涯学習課生涯学習係☎（62）7066

01　ブックステップ事業

　　 市内在住の３歳児に 絵本を無料で配布します

４カ月児健診受診者に絵本の読み聞かせを行い、その場で絵本などを

無料で配布します。

配布対象者　市内在住の乳児健診（４カ月児健診）受診者
配布物　絵本（１人２冊）、イラストアドバイス集、コートバック
配布場所　�４カ月児健診受診時の配布となるため、二本松保健セン

ターまたは安達保健福祉センターでの配布となります。

◎問い合わせ�子育て支援課子ども家庭係☎（55）5094

ブックスタート事業も
　　　引き続き実施しています

『家族読書』に親しむ１０の提案
ご家庭で、家族みんなで読書に親しむために、二本松市・本宮市・大玉村の教育委
員会で組織する安達地区読書活動推進委員会では、以下のような提案をしています。
ぜひご家庭でチャレンジしてみてください。

①大人が子どもに本を読んであげよう。
②家族で同じ本を読んでみよう。
③子どもが大人に本を読んであげよう。
④�大人と子どもが交替で一冊の本を読
んでみよう。
⑤読んだ本の感想を話し合ってみよう。
⑥読んだ本の感想を書いてみよう。

⑦�読んだ本について、どんなところが心
に残ったか話し合ってみよう。
⑧�読んだ本に書いてあった良いことを
やってみよう。
⑨�家族でいっしょに図書館に行って、本
を選んでみよう。
⑩�ノーメディアデー（ウイーク）を決めて、
家族で本を読む時間をつくろう。

▲写真の絵本は、８月健診分から配
布予定のものです
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06　『城フェスタ二本松大会』、『戊辰150年事業~二本松少年隊の灯 きらめく霞ヶ城~』

　　 ７月28日（土）、霞ヶ城公園などを会場にイベント多数開催！
城フェスタ二本松大会 （入場無料）
 第１部

時　間　11：30�~�12：30
場　所　霞ヶ城公園内　千人溜
内　容　奥州白河太鼓、会津白虎隊演舞、相馬中村藩古式砲術（予定）

 第２部
時　間　13：30�~�15：30
場　所　福島県男女共生センター
内　容　講談師・宝井琴桜氏による「二本松少年隊」の講談のほか、パネルディスカッションなど

◎問い合わせ�福島県城下町連絡協議会事務局（ファムロード㈲内）☎024（943）1168≪担当：鈴木≫

　戊辰150年事業
～二本松少年隊の灯 きらめく霞ヶ城～ （入場無料）
開催場所 ： 霞ヶ城公園内 第１駐車場

●12：00 〜　奥羽越列藩グルメフェス
　　　　�　　　�戊辰戦争の際、奥羽越列藩同盟に加盟した各藩のご当地グルメなどのほか、縁日も多数出展

●13：00 〜　ステージ催事
　　　　�　　　�二本松少年隊の紙芝居や二本松市観光PR隊による二本松少年隊のPR、和雅美太鼓の披露

のほか、二本松少年隊にちなんだ歴代の作文コンクール受賞作品の朗読など

●17：30 〜 19：30　灯ライブ 〜 竹原ピストル　ave  〜
　※灯ライブは立ち見となります。観覧は無料ですが、混雑を避けるため、会場内（グルメフェスを含む）への
　　立ち入りを制限させていただく場合があります。

◎問い合わせ�二本松市戊辰150年事業実行委員会事務局（観光課内）☎（55）5122

竹原ピストル
千葉県出身で、大学時代はボクシングで全日本選手権に二度
出場。卒業後に本格的に音楽活動を始め、昨年音楽番組に出
演し大反響を呼ぶや、各地でライブチケットがソールドアウ
ト。昨年の大晦日にはNHK紅白歌合戦にも初出場を果たす。

ave
福島市出身で、現在も同市内に在住。地元福島を拠点に、関東圏で
もライヴを展開し、ラジオ番組などでも活躍。東日本大震災後に制
作した『福の歌～頑張っぺver. ～』は県内外・海外からも多くの反響
があり、二本松をテーマにした『千輪咲の花』などの楽曲もある。

竹原ピストル

当日
ご来場の
皆さまへ

当日は混雑が予想されます。駐車場には限りがありますので、会場へ車
でお越しの際は、タクシー等を利用されるか、乗り合わせをするなどし
てお越しください。
　※会場周辺では、係員の指示に従ってください。
　※私有地など、近隣住民の方に迷惑となる場所には絶対に駐車しないでください。
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戊辰戦争「二本松の戦い」で、城下に迫る新政府軍を迎え撃つべく、出陣を志願した12歳から17歳までの62
人の少年たちが、大壇口をはじめ各地で奮戦し、14人が若い命を可憐に散らしました。
戊辰戦争後“賊軍”の汚名をかぶされ、ひたすら沈黙を通し続けてきた旧二本松藩士たちは、1917年に戊辰
戦没者の50回忌法要を執り行います。このとき、当時の二本松町助役であり、戊辰戦争に木村銃太郎門下
生として大壇口に14歳で出陣した水野好之（当時の名前
は進）が、『二本松戊辰少年隊記』と題した回想録を作成
し、参列者に配布しました。このとき初めて名付けられ
た二本松少年隊。彼らをしのび、二本松少年隊顕彰祭・
墓前祭を開催します。

顕彰祭
　日　時　７月28日（土）　10：00�～
　場　所　県立霞ヶ城公園千人溜（二本松少年隊群像脇）
　　　　　※雨天時は二本松北小体育館
　内　容　�二本松剣友会による日本剣道形のほか、市内小

学校児童による舞踊・居合・剣舞などの披露

墓前祭
　日　時　７月29日（日）　10：00�～　　　場　所　大隣寺少年隊供養塔前
　内　容　市内小・中学生の代表者による、二本松少年隊にちなんだ作文発表など

講演会
　日　時　７月29日（日）　11：30�～　　　場　所　大隣寺本堂内
　内　容　�（仮）「戊辰から150年。今、想うこと」と題し、丹羽家18代当主・丹羽長聰氏�による講演が行わ

れます。

　◎問い合わせ�二本松少年隊顕彰会事務局（観光課内）☎（55）5122

04　二本松少年隊顕彰祭・墓前祭・講演会

　　 二本松を守るため、可憐に散った“若き少年たち”をしのんで

▲ 戊辰戦争で戦死した、二本松少年隊士14人と隊長・副隊
長の供養塔が、丹羽家菩提寺の大隣寺境内にあります

『日本の禍機（かき）』や『入來文書（いりきもんじょ）』などの論文で知られる世界
的な歴史学者・朝河貫一博士。博士は1873（明治６）年、二本松藩士として戊辰
戦争の最前線で戦い、辛くも生き延びた朝河正澄の長男として、二本松町下ノ
町新長屋（現在の二本松市根崎）で生まれます。
今年の８月11日は、博士の没後70年を迎えます。これを機に、博士が生前にた
どった道を、写真などで紹介するパネル展を開催します。

　日　時　８月４日（土）�～�12日（日）
　　　　　９：30�～�17：00　※最終入場は16：30
　　　　　※４日は10：00開場
　場　所　市民交流センター３階　市民ギャラリー
　展示物　�朝河貫一博士ゆかりの地の“写真”や“映像”のほ

か、安達ケ原ふるさと村先人館に展示してい
る“博士が使用していた遺品”�など

　入場料　無料

　　　　　◎問い合わせ�文化課文化振興係☎（55）5154

05　「朝河の道」パネル展を開催します

　　 朝河貫一博士がたどった道を、写真などで紹介

◀ 貫一博士が幼
少期を過ごし
た、現在の福
島市立子山に
あるお寺に保
存されている、
４歳当時の博
士の落書き



今月の表紙 （35ページに関連記事掲載）
戊辰戦争で若き命を散らした二本松少年
隊をしのび、毎年７月28日に開催してい
る二本松少年隊顕彰祭。表紙は、昨年行
われた二本松南小児童による舞踊の様子。
戊辰戦争から150年。今でも地元の子ども
たちには、少年たちを弔う心が脈々と受
け継がれています。
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暮らしの情報
Information on living

ごみ収集

休日当番医

休日歯科当番医

受付時間
9：00〜11：30/14：00〜16：30

受付時間
10：00〜11：30/13：00〜15：30

今月の水道修繕当番

献血（７月）
〜400ml献血にご協力ください〜

今月の納税　納期限：７月31日

・急な場合を除いて、できるだけ時間に余裕を持って受診願います。
・小印は、小児科当番医療機関
・当番医が変更になる場合がありますのでご注意ください。

休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を目的に開設して
います。緊急を要しない場合や高度な治療を必要とする場合は、通常の開
業時間に受診ください。なお、当番医が変更になる場合がありますのでご
注意ください。

二本松・安達地域　㈱吉田設備　☎（54）2933
岩代地域　　　㈲佐藤設備工業　☎（55）2152
東和地域　　　　㈱野地工業所　☎（22）0539

 7月 1日（日）みうら内科クリニック 羽 石 ☎（22）5512

し ん い ち 内 科 油 井 ☎（24）8420

吉 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 本宮市本宮字万世 ☎（34）1330

 8日（日）（医）博愛会　東和クリニック小 針 道 ☎（66）2122

（医）辰星会　枡記念病院 住 吉 ☎（22）3100

いしわたクリニック 本宮市荒井 ☎（63）2826

 15日（日）かさい小児科クリニック小 油 井 ☎（22）8800

（医）安斎内科胃腸科医院 若 宮 ☎（22）3001

やなぎほり皮膚科クリニック 本宮市高木 ☎（24）1028

 16日（月）（医）森小児科医院小 郭 内 ☎（22）3215

（医）成美会　鈴木皮フ科クリニック 本 町 ☎（22）6877

（医）慈久会　 谷病院 本宮市本宮字南町裡 ☎（33）2721

22日（日）渡 辺 医 院 小 正 法 寺 町 ☎（62）3000

（医）慈水会　みずのクリニック 根 崎 ☎（23）5158

（医）落合会　東北病院 本宮市青田 ☎（33）2588

29日（日）（医）静心会　斎藤医院 若 宮 ☎（22）0036

（医）菊慈会　きくち整形外科 油 井 ☎（23）2627

（医）よしだこどもクリニック小 本宮市高木 ☎（34）6418

8月 5日（日）土 川 内 科 小 児 科 小 槻 木 ☎（22）6688

（医）青木整形外科医院 榎 戸 ☎（22）3103

本宮市国保白岩診療所 本宮市白岩 ☎（44）2008

 7月 1日（日） デンティスト�ワタナベ 若 宮 ☎（22）0612

 8日（日） ほんだ歯科クリニック 本 町 ☎（22）8862

15日（日） 佐 藤 歯 科 医 院 小 浜 ☎（55）2596

 16日（月） 今 古 堂 歯 科 医 院 西 新 殿 ☎（57）2184

22日（日） さ い と う 歯 科 医 院 針 道 ☎（46）2814

29日（日） み う ら 歯 科 医 院 小 浜 ☎（55）3008

8月  5日（日） 和田歯科クリニック 小 浜 ☎（55）2286

固定資産税 （２期）
国民健康保険税 （１期）
介護保険料 （１期）

16日（月・海の日）は祝日ですが、
ごみ収集を行います。
※�収集は行いますが、もとみやクリーンセン
ターへの持ち込みはできません。

◎問い合わせ�
　もとみやクリーンセンター☎（33）5499
　生活環境課環境衛生係　　☎（55）5103

　献血の際は、献血カード、献血手帳または
本人確認のできる証明書（運転免許証・健康
保険証）等をご持参ください。

期日 実施時間 場所 地域

11日
（水）

9：30〜11：00 岩代精器㈱

岩代13：00〜14：00 ㈱ハネダユニテック
福島工場

15：00〜17：00 二本松市役所
岩代支所

15日
（日）

10：00〜16：00 ㈱ベイシア安達店 安達

10：00〜16：00 ㈱ヨークベニマル
二本松インター店

二本松
31日

（火） 9：00〜17：00 二本松市役所

※会場の都合により実施時間を変更する場合あり。
※31日は11：40から13：00まで受け付け休止。

◎問い合わせ�健康増進課予防係
　☎（55）5109　　　
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二本松二本松二本松
ののの

企業企業企業
Vol.027Vol.027Vol.027 ~ 市民が主役。市民とともに。~

会社を知る
COMPANY

人を知る
PERSON

仕事を知る
BUSINESS

■所在地
　二本松市油井字舟橋15番地１
■従業員数　39人（全体46人）
■業　種　運動用具製造
　（ボクシング用品、空手用品）
■設立年月日
　1937年（昭和12年）
■プロフィール
　弊社は東京に本社を持ち、1963
年から二本松に福島工場を設立し
て55年を迎えました。
　ボクシンググローブを中心に、
ヘッドギア、ミットと多種多様な
ボクシング用品を製造しています。

　弊社の製品は、東京オリンピックを
始め数多くの国際試合、海外試合、国
内外での世界タイトル戦にも使用され
ております。
　製品は手作りのため、お客さまのご要
望に対応できる別注品も数多く製作し
ています。近年では個人用としてカラー
オーダーを取り入れ、製品に刺繍、プリ
ントを入れるなどの工夫をして、多くの
お客さまにご支持いただいております。
　長い年月を経て改良・開発を行い、
ウイニングブランドを安心・安全に使
用いただけるよう、品質向上に努めて
います。

■社員の声
▶�力仕事で大変な事もありますが、先
輩方からいろいろ学び、充実した日々
を送っています。１つ１つの製品を
手作りで丁寧に作るので、やりがい
もあり、達成感を感じられる仕事で
す。(齋藤)
▶�感覚で覚えることが多く大変な仕事
ですが、一つでも多く役に立てるよ
う日々励んでいます。(山田)
▶�未経験でも初めから丁寧に教えてい
ただいて、なおかつ自分のペースで
仕事ができるので、とてもやりやす
いです。(石上)

株式会社ウイニング 福島工場

写真左から、齋藤さん、山田さん、石上さん

二本松警察署からのお知らせ
犯罪発生状況（平成30年１月〜５月）

二本松
地区

安達
地区

岩代
地区

東和
地区 合　計 前年対比

侵
入
盗

空き巣
出店荒し １（１） １（１）−２
その他 ３（１）３（１） １ ７（２） ２

非
侵
入
盗

万引き １ 14（３） １ 16（３） ４
車上ねらい １ １（１） ２（１）−３
その他 ８（１）６（１）２（１）４（１）20（４）−５

自転車盗 １（１） １（１）−２
器物損壊 ８（３）４ 12（３）
住居侵入 ２ ２（０）�
そ� の� 他 ８（４）１ ９�（４） ４
合　　 計 29（10）32（６）３（２）６（１）70（19）−２
前年対比 −16 13 １ −２

※（�）は５月の発生件数
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■編集と発行／二本松市総務部秘書広報課
　〒964−8601　福島県二本松市金色403番地1　☎0243（55）5096
　二本松市ウェブサイトアドレス　http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷しています。

カレンダー
お知らせやイベントをまとめたカレンダーを掲載しています。問い合わせ先や詳しい情報は、掲載ページを確認ください。

にほんまつ

カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー
2018 July

７月
　　　　カレンダー内の記号　　　　

♥… 健康と育児　　♪… イベント　　　◎… その他
… 市民相談　　　 … 図書館事業　　⑩等… 掲載ページ

携帯電話用

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
健康相談㉑ ♥３歳児健康診査㉑ ♥４カ月児 ２歳児健康相談㉑ ♥親子教室㉑ ◎放射線学習会⑮
無料人権・ ♥親子教室㉑  健康診査㉑ 無料人権・ ♥わくわく広場㉑ ◎ライトダウン

行政相談㉒ ◎城山プール 行政相談㉒ ◎城山プール  キャンペーン⑰
健康づくり教室㉘ ♥おひさまクラブ㉑ 健康づくり教室㉘ ♥まゆみプラス㉑

♥すくすく広場㉑ ♪市民交流センター㉒
岩代図書館㉛

８ ９ 10 11 12 13 14
♥まゆみプラス㉑ ◎城山プール 離乳食ふれあい ♥１歳６カ月児 ♥両親学級⑮ ♥３歳児健康診査㉑
♪市民会館㉒ 健康づくり教室㉘  教室㉑  健康診査㉑ ♥まゆみプラス㉑ ♥育児講座㉑
♪コンサートホール㉒ ♥育児講座㉑ ♥あそびの広場㉑ ♥すくすく広場㉑ ◎城山プール

二本松図書館㉛ ♥まゆみプラス㉑ ◎城山プール ♥さくらっこ広場㉑ 健康づくり教室㉘
♥わくわく広場㉑ 健康づくり教室㉘ ◎刈り払い機等

 取り扱い教室㉘

15 16 海の日 17 18 19 20 21
◎街頭献血 ♪コンサートホール㉒ 健康相談㉑ ♥４カ月児 ◎飼い犬のしつけ ♥親子教室㉑ ♪市民交流センター㉒
 キャンペーン⑮ ◎城山プール  健康診査㉑  方教室⑰ ♪市民交流センター㉒

健康づくり教室㉘ ♥まゆみプラス㉑ 離乳食ふれあい ◎城山プール
♥さくらっこ広場㉑  教室㉑ 健康づくり教室㉘
♥つくしくらぶ㉑ ♥おひさまクラブ㉑
◎城山プール ♥まゆみプラス㉑

健康づくり教室㉘ ♥すくすく広場㉑

22 23 24 25 26 27 28
♪コンサートホール㉒ ◎城山プール ♥親子教室㉑ ２歳児健康相談㉑ ◎飼い犬のしつけ ♥１歳６カ月児 ♥まゆみプラス㉑

健康づくり教室㉘ ♥まゆみプラス㉑ ♥あそびの広場㉑  方教室⑰  健康診査㉑ ♪二本松少年隊顕彰祭㉟
◎市民講座㉗ ◎城山プール 健康相談㉑ ♥親子教室㉑ ♪城フェスタ二本松

健康づくり教室㉘ ♥まゆみプラス㉑ ♥まゆみプラス㉑  大会㉞
♥すくすく広場㉑ ♪市民交流センター㉒ ♪二本松少年隊の灯
◎親子木工教室㉘ ◎城山プール  きらめく霞ヶ城㉞

健康づくり教室㉘

29 30 31 1 2 3 4
♪東和文化センター㉒ ◎城山プール ◎城山プール ２歳児健康相談㉑ ◎城山プール ♪朝河の道パネル展
♪二本松少年隊墓前祭 健康づくり教室㉘ 健康づくり教室㉘ ◎二本松土地改良区 健康づくり教室㉘  （～8/12）㉟
 ・講演会㉟  総代選挙⑬

♪1000kmリレー
 市内通過㉒

「ごみ収集のお知らせ」および
「休日当番医」「休日緊急歯科当番医」は36ページ『暮らしの情報』をご覧ください。

 広報にほんまつ６月号のお詫びと訂正 
　広報にほんまつ６月号の記載に誤りがありました。お詫びし訂正します。
　５ページ「丹羽長重公の文章中の１段目」
　　　（誤）長重は天正８（1585）年に15才で123万石を相続しますが、…
　　　（正）長重は天正13（1585）年に15才で123万石を相続しますが、…
　５ページ「丹羽長重公の文章中の３段目」
　　　（誤）寛永４（1637）年に死去する際、長重は子息、…
　　　（正）寛永14（1637）年に死去する際、長重は子息、…
　５ページ「丹羽光重公の文章中の２段目」
　　　（誤）永禄14（1701）年に、享年81歳で死去しました。
　　　（正）元禄14（1701）年に、享年81歳で死去しました。

 ●人口と世帯
　６月１日現在（前月比）
　・人　口　男　27,193人（−28）
　　　　　　女　28,021人（−27）
　　　　　　計　55,214人（−55）
　・世帯数　19,917世帯（−2）
（注：住民基本台帳人口）




